
①学校名

②大学等の設置者

③設置形態

④所在地

⑤申請するプログラム又は授業科目名称

⑥プログラムの開設年度

⑦教員数 人 人

⑧プログラムの授業を教えている教員数 人

⑨全学部・学科の入学定員 人

⑩全学部・学科の学生数（学年別） 総数 人

１年次 人 人

３年次 人 人

５年次 人 人

⑪プログラムの運営責任者

⑫プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

⑬プログラムの自己点検・評価を行う体制（委員会・組織等）

⑭申請する認定プログラム

⑮連絡先

所属部署名 担当者名

E-mail 電話番号

2,823

委員長

京都大学国際高等教育院附属データ科学イノベーション教育研究センター企画評価委員会

京都大学国際高等教育院附属データ科学イノベーション教育研究センター企画評価委員会

６年次 142

12958

２年次

（責任者名） 宮川　恒 （役職名）

140

10

2,929

様式１

（常勤）

国立大学

京都府京都市左京区吉田本町

1,649

京都大学

国立大学法人京都大学

平成27年度

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度（リテラシーレベル）　申請様式

3,430 （非常勤）

2,911

統計入門

ksui-kkikaku-kyom01@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp 075-753-2430

４年次

田代　隆之

3,883

教育推進・学生支援部教務企画課

（責任者名） 委員長山本　章博 （役職名）

（責任者名） 山本　章博

2,953

（役職名）

認定教育プログラム

国際高等教育院長
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様式２－１

学校名：

①教育プログラムの修了要件

②具体的な修了要件

③ 授業科目名称

1 26

2 27

3 28

4 29

5 30

6 31

7 32

8 33

9 34

10 35

11 36

12 37

13 38

14 39

15 40

16 41

17 42

18 43

19 44

20 45

21 46

22 47

23 48

24 49

25 50

到達目標
1. 調査や実験・試験によるデータ収集の作法を理解する
2. データの種類や性質に応じたデータ確認と要約ができる
3. 二元分割表の独立性の検定と関連の強さの推定を行い、結果を解釈できる
4. 仮説検定や推定の原理を理解する
5. 統計や統計学的知識を正しく使うための留意点と倫理を知る
6. 統計・統計学の応用について幅広く知り、今後の学習につなげる

上記到達目標の達成度をはかるために、期末試験、小テスト及びレポートによって、講
義で解説した基本的概念・原理の理解度、統計データの収集・集計・分析・解釈につい
ての応用力を評価し、60点以上のものを合格とする。

※統計入門は前期9クラス、後期3クラスを開講している。また本プログラムには入れな
いが、関連する科目として、「数理・データ科学のための数学Ⅰ・Ⅱ」をそれぞれ前期、
後期に１クラス、「続・統計入門」を前期、後期各１クラス開講している

統計入門

学部・学科によって、修了要件は相違しない

京都大学

プログラムを構成する授業科目について

授業科目名称 授業科目名称
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様式４－1

学校名： 京都大学

① プログラムを構成する授業の内容・概要（数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラムの「導入」、「基礎」、「心得」に相当）

授業に含まれている内容・要素

統計入門

授業科目名称

統計入門

授業科目名称

統計入門

プログラムの授業内容・概要

授業概要

基幹大学の学生として，「今後の社会を進行させるための研究・生活・社会/経済活動」に不可欠な統計手法に関して、デー
タを集計・分析し、理解する力を養う必要があること，統計手法は実験、試験、調査などの結果を用いた実証研究を行う上
でなくてはならないものであること，生活のため•生活に関わる様々な効果やリスクがデータとともに語られ、生活者としても
統計に対するリテラシーが求められること，社会・経済活動のため•情報技術の発展により日々膨大なデータが生成されるよ
うになり、その有効活用が求められるていることなどを説明する．
具体的な事例として，京都大学で開発され2011年 衆議院会議録作成システムに採用された音声認識技術は，数理・データ
サイエンス・AIを結集していることを説明する．
令和2年度よりコロナ禍対策を兼ねて，全学ガイダンス動画「ビッグデータの時代データ科学を学ぼう」，学内MOOC「統計の
入門」を予習教材として学習することを学生に求めている．

【シラバス該当部分】統計に関する知識は、実験、試験、調査などの結果を用いた実証研究を行う上でなくてはならないもの
である。生活に関わるさまざまな効果やリスクがデータとともに語られ、生活者としても統計に対するリテラシーが求められ
るようになった。企業活動では、情報技術の発展によって、日々膨大なデータが生成されており、その活用が求められるよう
になった。本講は、研究や、生活、社会・経済活動に不可欠な統計を、集計・分析し、理解する力を養うことを目的とする。

（１）現在進行中の
社会変化（第４次産
業革命、Society
5.0、データ駆動型
社会等）に深く寄与
しているものであり、
それが自らの生活と
密接に結びついて
いる

※モデルカリキュラ
ム導入１－１、導入
１－６が該当

（２）「社会で活用さ
れているデータ」や
「データの活用領
域」は非常に広範囲
であって、日常生活
や社会の課題を解
決する有用なツール
になり得るもの

※モデルカリキュラ
ム導入１－２、導入
１－３が該当

授業概要

統計の利用例として，政府統計, テレビの視聴率, 内閣支持率, 薬効評価, Webサービス開発, マーケティングなどを具体的
に提示した上で，経済・物理・疫学・生物・インターネット・マーケティングなどあらゆる分野で活用されていることを説明する．

【シラバスの該当部分】統計に関する知識は、実験、試験、調査などの結果を用いた実証研究を行う上でなくてはならないも
のである。生活に関　わるさまざまな効果やリスクがデータとともに語られ、生活者としても統計に対するリテラシーが求めら
れるようになった。企業活動では、情報技術の発展によって、日々膨大なデータが生成されており、その活用が求められる
ようになった。本講は、研究や、生活、社会・経済活動に不可欠な統計を、集計・分析し、理解する力を養うことを目的とす
る。

（３）様々なデータ利
活用の現場におけ
るデータ利活用事例
が示され、様々な適
用領域（流通、製
造、金融、サービ
ス、インフラ、公共、
ヘルスケア等）の知
見と組み合わせるこ
とで価値を創出する
もの

※モデルカリキュラ
ム導入１－４、導入
１－５が該当

授業概要

京都大学独自の数理・データサイエンス・AIと個々の領域との価値創造取り組み例として，京都大学医学部附属病院での
位置・データ自動収集環境を紹介し，請求漏れ防止による増収と医療スタッフの業務軽減という２つを同時に成し遂げ，夜
間の術後事務処理という孤独で辛い作業からの解放が高く評価されていることを紹介する．

【シラバスの該当部分】統計に関する知識は、実験、試験、調査などの結果を用いた実証研究を行う上でなくてはならないも
のである。生活に関　わるさまざまな効果やリスクがデータとともに語られ、生活者としても統計に対するリテラシーが求めら
れるようになった。企業活動では、情報技術の発展によって、日々膨大なデータが生成されており、その活用が求められる
ようになった。本講は、研究や、生活、社会・経済活動に不可欠な統計を、集計・分析し、理解する力を養うことを目的とす
る。

講義テーマ

講義テーマ

概要と導入（1）、統計と統計学の利用（14）

講義テーマ

概要と導入（1）、統計と統計学の利用（14）

概要と導入（1）、統計と統計学の利用（14）
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授業科目名称

統計入門

統計入門

② プログラムを構成する授業の内容・概要（数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラムの「選択」に相当）

授業に含まれている内容・要素

統計及び数理基礎

アルゴリズム基礎

データ構造とプログ
ラミング基礎

時系列データ解析

テキスト解析

画像解析

データハンドリング

データ活用実践（教
師あり学習）

その他

③ プログラムの授業内容等を公表しているアドレス

④ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

概要と導入（1）、統計と統計学の利用（14）

研究や、生活、社会・経済活動に不可欠な統計手法である「データを、集計・分析し、理解する力」を涵養する

http://ds.k.kyoto-u.ac.jp/subjects/

授業科目名称

統計入門

（５）実データ・実課
題（学術データ等を
含む）を用いた演習
など、社会での実例
を題材として、「デー
タを読む、説明す
る、扱う」といった数
理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活
用法に関するもの

※モデルカリキュラ
ム基礎２－１、基礎
２－２、基礎２－３が
該当

授業概要

二元分割表（２×２クロス集計表）の独立性の検定と関連性の強さの推定を主な題材として、統計データの収集、チェック、
集計、分析、結果の解釈という一連の過程について解説し、統計データの発生、仮説検定と推定の考え方に関する理解を
深める。クラス(指定学部・学科がある場合はその学部・学科の特色)によりJMP，Excel，Pythonのいずれかによる演習を必
ず取り入れている．

講義テーマ

データの確認と要約（2〜3），二元分割表と検定(4〜5），さまざまな確率分布と統計的検定の
考え方（6〜7），二元分割表のリスク比・オッズ比・リスク差（8〜9），中心極限定理、区間推定
（10〜11），t分布、検定・推定と標本規模（12〜13），発展的内容（15）

（４）活用に当たって
の様々な留意事項
（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会
原則等）を考慮し、
情報セキュリティや
情報漏洩等、データ
を守る上での留意
事項への理解をす
る

※モデルカリキュラ
ム心得３－１、心得
３－２が該当

授業概要

研究・調査におけるデータ収集についてアンケートを例にして，個人情報，データ倫理，情報漏洩等に関する問題点を提示
した後，現在根拠とされている原則について言及する．
令和2年度よりコロナ禍対策を兼ねて，動画教材「情報倫理デジタルビデオ小品集7」を自宅学習教材として学習することを
学生に求めている．

【シラバスの該当部分】統計に関する知識は、実験、試験、調査などの結果を用いた実証研究を行う上でなくてはならないも
のである。生活に関　わるさまざまな効果やリスクがデータとともに語られ、生活者としても統計に対するリテラシーが求めら
れるようになった。企業活動では、情報技術の発展によって、日々膨大なデータが生成されており、その活用が求められる
ようになった。本講は、研究や、生活、社会・経済活動に不可欠な統計を、集計・分析し、理解する力を養うことを目的とす
る。

講義テーマ
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様式５

学校名：

① プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

② 体制の目的

③ 具体的な構成員

④ 履修者数・履修率の向上に向けた計画

各年度の履修者数の目標を以下のとおりとする。（（　）内は履修率。）	
令和３年度　1300名　（46％）
令和４年度　1450名　（51％）
令和５年度　1600名　（57％）
令和６年度　1750名　（62％）
令和７年度　1900名　（67％）
目標を実現するために、全学共通教育で提供されるデータサイエンス関連科目についてさら
なる周知を図るとともに，本教育プログラムの授業科目「統計入門」の卒業要件への追加や
必修化について各学部に働きかけている．なお，全学共通科目を採用せずに独自に専門科
目としてデータサイエンス・リテラシー科目を開講している学部・学科(経済学部，工学部情報
学科など)や，全学共通科目であってもより数理的な内容である「数理統計」を採用している
学部・学科(理学部の一部・農学部など)もあるため，今後はそれらの学部との調整を行い，
「統計入門」がより適切な学部・学科については「統計入門」に切り替えるように働きかける
計画である．

京都大学

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

京都大学国際高等教育院附属データ科学イノベーション教育研究センター運営委員会規程

附属データ科学イノベーション教育研究センターーが行う教育及び研究に関し必要な事項を
審議するため。

国際高等教育院附属データ科学イノベーション教育研究センター長　 山本　章博
国際高等教育院附属データ科学イノベーション教育研究センター教授　林　和則
国際高等教育院附属データ科学イノベーション教育研究センター教授　田村　寛
国際高等教育院附属データ科学イノベーション教育研究センター教授　原　尚幸
国際高等教育院特定教授 佐藤　亨
国際高等教育院教授　宍倉　光広
国際高等教育院教授  田島　敬史
国際高等教育院教授　仲村　匡司
国際高等教育院教授　喜多　一
教育学研究科教授　髙橋　雄介
理学研究科教授　田口　聡
理学研究科教授　國府　寛司
理学研究科教授　日野　正訓
医学研究科教授　佐藤　俊哉
工学研究科教授　竹脇　出
情報学研究科教授  鹿島　久嗣
情報学研究科教授  木上　淳
文学研究科教授　太郎丸　博
法学研究科教授　川濵　昇
経済学研究科教授　松井　啓之
薬学研究科教授　金子　周司
人間・環境学研究科教授　浅野　耕太
地球環境学堂准教授　吉野　章
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⑤ 学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等

⑥ できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

⑦ できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制

⑧

本教育プログラムの授業科目「統計入門」は，各学部・学科の提供科目ではなく全学共通科
目として提供されている．令和２年度は前期８クラス，後期５クラスの並列開講することにより
希望する学生全員が受講可能な体制とした．京都大学の理念である「対話を根幹とした自
学自習」に沿うべく，国際高等教育院データ科学イノベーション教育研究センター所属の教
員だけでなく，情報学研究科所属の教員も担当することでクラス数を確保している．令和３年
度は担当教員数とコロナ感染防止対策による１クラスの人数制限により，クラス数を変動さ
せることはあるが，他研究科（学部）教員の応援を得ながら，十分なクラス数を確保すること
により，卒業要件に「統計入門」の単位取得が組み込まれている学部・学科の学生はもちろ
ん，そうでない学部・学科の学生も希望すれば受講が可能とする．
京都大学では，全学部で入学試験の個別学力試験（二次試験）で数学を課しており，さらに
文学部を除く文系学部でも理系入試を実施していることから，逆に文系学生の中には高校
数学IIIの不足に不安を感じる学生も多いことから，「数理・データサイエンスのための数学入
門I・II」を補填科目として開講している．

本学の入学試験合格者全員に合格後の手続き案内を送付する際に，京都大学全学共通教
育で提供されているデータサイエンス教育（今回申請する本教育プログラムの授業科目「統
計入門」を含む）について紹介するチラシを同封し，全合格者に対して本教育プログラムの
存在を周知している．また，全学の新入生ガイダンスにおいても，文理問わずデータサイエ
ンスを学ぶことが重要であることや京都大学全学共通教育で提供しているデータサイエンス
関連科目の内容について説明し，ガイダンスに出席できなかった学生にも周知するためにガ
イダンスの動画をデータ科学イノベーション教育研究センターのホームページで公開してい
る．さらに，学生にデータサイエンスを身近に感じてもらうための様々なユースケースを想定
した短い宣伝動画を複数作成し，データ科学イノベーション教育研究センターのホームペー
ジで公開している．なお関連科目「続・統計入門」（前期・後期1クラス)は令和3年度より「統計
と人工知能」と改称した．

本教育プログラムの授業科目「統計入門」について，講義動画をアーカイブとして蓄積し本
学の学習支援システム(LMS)であるPandAで公開することにより，多くの学生がいつでもオン
デマンドで講義を視聴することが可能な環境を用意している．さらに，「統計入門」の講義の
エッセンスを凝縮したショートバージョンの動画教材「統計の入門」を作成し，学内向けのオ
ンライン教材(MOOC)提供支援環境　KoALA上で公開することにより，本学の全学生がこれ
を受講することを可能にしている．

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

本教育プログラムの授業科目「統計入門」の履修登録者は，電子メールおよび学習支援シ
ステム(LMS)PandAを通じていつでも質問することができ，当該履修者の「統計入門」担当教
員から返答する体制を構築している．
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様式６

学校名：

① 自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点

学外からの視点

全学的な履修者数、履修
率向上に向けた計画の達
成・進捗状況

本教育プログラムの授業科目「統計入門」は、それが全学共通科目として導入された平成27年度以降、当初
の３年間は各年度の履修者数が800名程度であったが、全学向けの広報などの結果、直近の３年間で1,200名
弱まで履修者数が増加しており、これは各年度の入学者数およそ2,800名の40%以上に相当する。ただし、「統
計入門」を必修科目としている学部は医学部のみであることなど改善の余地があり、さらなる履修者数、履修
率の向上に向けて取り組んでいる。

学修成果

本教育プログラムの授業科目「統計入門」の全受講者の成績分布について、データ科学イノベーション教育研
究センター及びデータ科学イノベーション教育研究センター企画評価委員会・データ科学部会において分析す
ることで、その結果を本教育プログラムの評価・改善に活用している。

学生アンケート等を通じた
学生の内容の理解度

本教育プログラムの授業科目「統計入門」の全受講者に対して授業アンケートを実施して到達目標の達成度
や学生の理解度を調査しており、その結果をデータ科学イノベーション教育研究センター及びデータ科学イノ
ベーション教育研究センター企画評価委員会・データ科学部会において分析している。

学生アンケート等を通じた
後輩等他の学生への推奨
度

本教育プログラムの授業科目「統計入門」の全受講者に対して実施している授業アンケートでは、「この授業
は自分にとって意義のある授業と感じた」かどうかなど、講義自体に対する評価項目も含まれており、その回
答結果を後輩等他の学生への本教育プログラムの授業科目「統計入門」履修推奨に活用することが可能であ
る。

プログラムの履修・修得状
況

データ科学イノベーション教育研究センター及びデータ科学イノベーション教育研究センター企画評価委員会・
データ科学部会において、本教育プログラムの授業科目「統計入門」の各講義担当者のクラスの履修・修得状
況について随時報告することで、講義の問題点や改善方法について担当者間で情報を共有することができ
る。

京都大学

自己点検・評価について

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等
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※公表している場合のアドレス

② 自己点検・評価体制における意見等の公表の有無 予定

数理・データサイエンス・ＡＩを
「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意
義」を理解させること

全学ガイダンスにおいて本学の全学共通教育で提供されるデータサイエンス教育に関する説明時間を確保
し、文理問わず数理・データサイエンス・ＡＩを学ぶことの重要性について全入学生に説明している。さらに、本
教育プログラムの授業科目「統計入門」の概要と導入（第１回）においても、モデルカリキュラムのリテラシーレ
ベルを参考にその内容に準じた講義を時事的なトピックを交えながら行っており、その教材を「統計入門」の担
当者間で共有している。

内容・水準を維持・向上しつ
つ、より「分かりやすい」授業
とすること

本教育プログラムの授業科目「統計入門」のエッセンスを凝縮した動画教材「統計の入門」をJMOOC公認のプ
ラットフォームであるgaccoで公開し、広く学外の方に提供している。令和２年度は11、844人の受講者があり、
多くの質問や感想が寄せられた。その内容をデータ科学イノベーション教育研究センターで分析し、本教育プ
ログラムの改善に役立てている。

教育プログラム修了者の
進路、活躍状況、企業等
の評価

本教育プログラムは単一の授業科目「統計入門」のみで構成されており、その単位取得状況は教務情報とし
て全ての卒業生について記録されているため、卒業生の調査を実施することで「統計入門」の単位取得者の
卒業後の進路や社会での活躍状況について把握することが可能である。

産業界からの視点を含め
た教育プログラム内容・手
法等への意見

データ科学イノベーション教育研究センターは京都大学の全学共通教育におけるデータサイエンス教育を担う
とともに、多くの企業とデータサイエンススクールを実施したり、共同研究を行っており、それらの企業との交流
の中で産業界の視点からの意見を収集することで本教育プログラムの改善に役立てている。
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科目ナンバリング U-LAS11 10001 LJ55

授業科目名
　<英訳>

統計入門
Introductory Statistics

担当者所属
職名・氏名

教授情報学研究科 山本　章博
教授国際高等教育院 林　和則

群 自然科学科目群 分野(分類) データ科学(基礎) 使用言語 日本語

旧群  B群 週コマ数  1コマ

対象学生 全学向配当学年 全回生

単位数  2単位

開講年度・
開講期   2020・前期 曜時限 木1

授業形態 講義

 [授業の概要・目的]
統計に関する知識は、実験、試験、調査などの結果を用いた実証研究を行う上でなくてはならない
ものである。生活に関わるさまざまな効果やリスクがデータとともに語られ、生活者としても統計
に対するリテラシーが求められるようになった。企業活動では、情報技術の発展によって、日々膨
大なデータが生成されており、その活用が求められるようになった。本講は、研究や、生活、社会
・経済活動に不可欠な統計を、集計・分析し、理解する力を養うことを目的とする。

ただし、統計や統計学については、膨大な研究の蓄積が有り、その利用はきわめて多分野に亘る。
しかも、各分野で独自の発展をとげている部分もあり、本講のみでそのすべてを扱うことは出来な
い。したがって、本講では、統計ならびに統計学に関する基本的な考え方を中心に講義することで、
より発展的な統計・統計学の学習への礎となることを目指す。

具体的には、二元分割表（２×２クロス集計表）の独立性の検定と関連性の強さの推定を主な題材
として、統計データの収集、チェック、集計、分析、結果の解釈という一連の過程について解説し、
統計データの発生、仮説検定と推定の考え方に関する理解を深める。

なお本講は、統計分析手順の機械的な利用や解釈だけを講義するのではなく、その基礎となる考え
方を学ぶことを目指している。しかし、統計学的命題について、厳密な数学的証明は避け、あくま
で統計・統計学のエンドユーザーとして必要とされる直感的な理解を目指す。

 [到達目標]
1.調査や実験・試験によるデータ収集の作法を理解する
2.データの種類や性質に応じたデータ確認と要約ができる
3.二元分割表の独立性の検定と関連の強さの推定を行い、結果を解釈できる。
4.仮説検定や推定の原理を理解する
5.統計や統計学的知識を正しく使うための留意点と倫理を知る
6.統計・統計学の応用について幅広く知り、今後の学習につなげる
[授業計画と内容]
-概要と導入（1回）
-データの確認と要約（2～3回）
-二元分割表と検定（2～3回）
-さまざまな確率分布と統計的検定の考え方（1～2回）
-二元分割表のリスク比・オッズ比・リスク差（1～2回）
-中心極限定理、区間推定（1～2回）
- t分布、検定・推定と標本規模（1～2回）
-統計と統計学の利用（1回）
-発展的内容（1回）

なお、講義の進度を反映して内容順序の変更や省略・追加を行うことがある。

統計入門(2)へ続く↓↓↓

⑥

⑤

②,③

③,④

①

担当者所属担当者所属
職名・氏名

単位数

 [ ][到達目標]

[ ][授業計画と内容]

 [ ][授業の概要・目的]
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統計入門(2)

 [履修要件]
主に文系の学生が高校で履修したレベルの数学の知識を必要とする。

 [成績評価の方法・観点]
随時実施するテストとレポートなどによって、講義で解説した基本的概念・原理の理解度、統計デ
ータの収集・集計・分析・解釈についての応用力を評価する。

 [教科書]
使用しない
 [参考書等]
（参考書）
本講をより深く理解するために:
・佐藤俊哉.宇宙怪人しまりす医療統計を学ぶ.岩波科学ライブラリー114, 2005.
・佐藤俊哉.宇宙怪人しまりす医療統計を学ぶ検定の巻.岩波科学ライブラリー194, 2012.
・内田治・石野祐三子・平野綾子. JMPによる医療系データ分析.東京図書. 2012.
・市原清志.バイオサイエンスの統計学.南江堂. 1990.

読み物として：
・ザルツブルグ, D. 竹内・熊谷訳.統計学を拓いた異才たち.日経ビジネス人文庫, 2010.
・ラオ, CR. 柳井・田栗・藤越訳.統計学とはなにか.ちくま学芸文庫, 2010.
・大村平.統計のはなし　改訂版.日科技連. 2002

発展的な学習のために：
・「社会統計学B　Rを使って自習する」
https://panda.ecs.kyoto-u.ac.jp/access/content/group/9f0a5103-89e1-4b6c-abfd-069ab751ce7c/materials/
olslect.pdf
 [授業外学修（予習・復習）等]
講義を中心とするが、自習として統計分析ソフト（JMPやR等）を利用した演習を課す。
ソフトウェア JMP については大学で保有しているライセンスで学生自身のPC(Windows, Mac)にイ
ンストールできる。また、教育用コンピュータシステムの自習用端末に JMP・Rを導入しているの
で PC を持っていない学生は自習用端末を利用すること。
 [その他（オフィスアワー等）]
「統計入門」では文系向きのクラス（市村賢士郎特定助教担当）を開講しているので、文系学部生
は文系向きのクラスを推奨する。

⑦ [ ][成績評価の方法・観点]
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科目ナンバリング U-LAS11 10001 LJ55

授業科目名
　<英訳>

統計入門
Introductory Statistics

担当者所属
職名・氏名

准教授情報学研究科 中澤　篤志

群 自然科学科目群 分野(分類) データ科学(基礎) 使用言語 日本語

旧群  B群 週コマ数  1コマ

対象学生 全学向配当学年 全回生

単位数  2単位

開講年度・
開講期   2020・前期 曜時限 水4

授業形態 講義

 [授業の概要・目的]
統計に関する知識は、実験、試験、調査などの結果を用いた実証研究を行う上でなくてはならない
ものである。生活に関わるさまざまな効果やリスクがデータとともに語られ、生活者としても統計
に対するリテラシーが求められるようになった。企業活動では、情報技術の発展によって、日々膨
大なデータが生成されており、その活用が求められるようになった。本講は、研究や、生活、社会
・経済活動に不可欠な統計を、集計・分析し、理解する力を養うことを目的とする。

ただし、統計や統計学については、膨大な研究の蓄積が有り、その利用はきわめて多分野に亘る。
しかも、各分野で独自の発展をとげている部分もあり、本講のみでそのすべてを扱うことは出来な
い。したがって、本講では、統計ならびに統計学に関する基本的な考え方を中心に講義することで、
より発展的な統計・統計学の学習への礎となることを目指す。

具体的には、二元分割表（２×２クロス集計表）の独立性の検定と関連性の強さの推定を主な題材
として、統計データの収集、チェック、集計、分析、結果の解釈という一連の過程について解説し、
統計データの発生、仮説検定と推定の考え方に関する理解を深める。

なお本講は、統計分析手順の機械的な利用や解釈だけを講義するのではなく、その基礎となる考え
方を学ぶことを目指している。しかし、統計学的命題について、厳密な数学的証明は避け、あくま
で統計・統計学のエンドユーザーとして必要とされる直感的な理解を目指す。

 [到達目標]
1.調査や実験・試験によるデータ収集の作法を理解する
2.データの種類や性質に応じたデータ確認と要約ができる
3.二元分割表の独立性の検定と関連の強さの推定を行い、結果を解釈できる。
4.仮説検定や推定の原理を理解する
5.統計や統計学的知識を正しく使うための留意点と倫理を知る
6.統計・統計学の応用について幅広く知り、今後の学習につなげる
[授業計画と内容]
-概要と導入（1回）
-データの確認と要約（2～3回）
-二元分割表と検定（2～3回）
-さまざまな確率分布と統計的検定の考え方（1～2回）
-二元分割表のリスク比・オッズ比・リスク差（1～2回）
-中心極限定理、区間推定（1～2回）
- t分布、検定・推定と標本規模（1～2回）
-統計と統計学の利用（1回）
-発展的内容（1回）

なお、講義の進度を反映して内容順序の変更や省略・追加を行うことがある。

統計入門(2)へ続く↓↓↓

⑥

⑤

②,③

①

③,④

担当者所属担当者所属
職名・氏名

 [ ][授業の概要・目的]

 [ ][到達目標]

[ ][授業計画と内容]

単位数
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統計入門(2)

 [履修要件]
主に文系の学生が高校で履修したレベルの数学の知識を必要とする。

 [成績評価の方法・観点]
随時実施するテストとレポートなどによって、講義で解説した基本的概念・原理の理解度、統計デ
ータの収集・集計・分析・解釈についての応用力を評価する。

 [教科書]
使用しない
 [参考書等]
（参考書）
本講をより深く理解するために:
・佐藤俊哉.宇宙怪人しまりす医療統計を学ぶ.岩波科学ライブラリー114, 2005.
・佐藤俊哉.宇宙怪人しまりす医療統計を学ぶ検定の巻.岩波科学ライブラリー194, 2012.
・内田治・石野祐三子・平野綾子. JMPによる医療系データ分析.東京図書. 2012.
・市原清志.バイオサイエンスの統計学.南江堂. 1990.

読み物として：
・ザルツブルグ, D. 竹内・熊谷訳.統計学を拓いた異才たち.日経ビジネス人文庫, 2010.
・ラオ, CR. 柳井・田栗・藤越訳.統計学とはなにか.ちくま学芸文庫, 2010.
・大村平.統計のはなし　改訂版.日科技連. 2002

発展的な学習のために：
・「社会統計学B　Rを使って自習する」
https://panda.ecs.kyoto-u.ac.jp/access/content/group/9f0a5103-89e1-4b6c-abfd-069ab751ce7c/materials/
olslect.pdf
 [授業外学修（予習・復習）等]
講義を中心とするが、自習として統計分析ソフト（JMPやR等）を利用した演習を課す。
ソフトウェア JMP については大学で保有しているライセンスで学生自身のPC(Windows, Mac)にイ
ンストールできます。また、教育用コンピュータシステムの自習用端末に JMP・Rを導入していま
すので PC をお持ちでない学生はこちらを利用してください。
 [その他（オフィスアワー等）]
「統計入門」では文系向きのクラス（市村賢士郎特定助教担当）を開講しておりますので、文系学
部生はこちらのクラスを推奨します。

⑦ [ ][成績評価の方法・観点]
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科目ナンバリング U-LAS11 10001 LJ55

授業科目名
　<英訳>

統計入門
Introductory Statistics

担当者所属
職名・氏名

准教授情報学研究科 吉井　和佳

群 自然科学科目群 分野(分類) データ科学(基礎) 使用言語 日本語

旧群  B群 週コマ数  1コマ

対象学生 全学向配当学年 全回生

単位数  2単位

開講年度・
開講期   2020・前期 曜時限 木3

授業形態 講義

 [授業の概要・目的]
統計に関する知識は、実験、試験、調査などの結果を用いた実証研究を行う上でなくてはならない
ものである。生活に関わるさまざまな効果やリスクがデータとともに語られ、生活者としても統計
に対するリテラシーが求められるようになった。企業活動では、情報技術の発展によって、日々膨
大なデータが生成されており、その活用が求められるようになった。本講は、研究や、生活、社会
・経済活動に不可欠な統計を、集計・分析し、理解する力を養うことを目的とする。

ただし、統計や統計学については、膨大な研究の蓄積が有り、その利用はきわめて多分野に亘る。
しかも、各分野で独自の発展をとげている部分もあり、本講のみでそのすべてを扱うことは出来な
い。したがって、本講では、統計ならびに統計学に関する基本的な考え方を中心に講義することで、
より発展的な統計・統計学の学習への礎となることを目指す。

具体的には、二元分割表（２×２クロス集計表）の独立性の検定と関連性の強さの推定を主な題材
として、統計データの収集、チェック、集計、分析、結果の解釈という一連の過程について解説し、
統計データの発生、仮説検定と推定の考え方に関する理解を深める。

なお本講は、統計分析手順の機械的な利用や解釈だけを講義するのではなく、その基礎となる考え
方を学ぶことを目指している。しかし、統計学的命題について、厳密な数学的証明は避け、あくま
で統計・統計学のエンドユーザーとして必要とされる直感的な理解を目指す。

 [到達目標]
1.調査や実験・試験によるデータ収集の作法を理解する
2.データの種類や性質に応じたデータ確認と要約ができる
3.二元分割表の独立性の検定と関連の強さの推定を行い、結果を解釈できる。
4.仮説検定や推定の原理を理解する
5.統計や統計学的知識を正しく使うための留意点と倫理を知る
6.統計・統計学の応用について幅広く知り、今後の学習につなげる
[授業計画と内容]
-概要と導入（1回）
-データの確認と要約（2～3回）
-二元分割表と検定（2～3回）
-さまざまな確率分布と統計的検定の考え方（1～2回）
-二元分割表のリスク比・オッズ比・リスク差（1～2回）
-中心極限定理、区間推定（1～2回）
- t分布、検定・推定と標本規模（1～2回）
-統計と統計学の利用（1回）
-発展的内容（1回）

なお、講義の進度を反映して内容順序の変更や省略・追加を行うことがある。

統計入門(2)へ続く↓↓↓

⑥

⑤

②,③

①

③,④

担当者所属担当者所属
職名・氏名

 [ ][授業の概要・目的]

単位数

 [ ][到達目標]

[ ][授業計画と内容]
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統計入門(2)

 [履修要件]
主に文系の学生が高校で履修したレベルの数学の知識を必要とする。

 [成績評価の方法・観点]
随時実施するテストとレポートなどによって、講義で解説した基本的概念・原理の理解度、統計デ
ータの収集・集計・分析・解釈についての応用力を評価する。

 [教科書]
使用しない
 [参考書等]
（参考書）
本講をより深く理解するために:
・佐藤俊哉.宇宙怪人しまりす医療統計を学ぶ.岩波科学ライブラリー114, 2005.
・佐藤俊哉.宇宙怪人しまりす医療統計を学ぶ検定の巻.岩波科学ライブラリー194, 2012.
・内田治・石野祐三子・平野綾子. JMPによる医療系データ分析.東京図書. 2012.
・市原清志.バイオサイエンスの統計学.南江堂. 1990.

読み物として：
・ザルツブルグ, D. 竹内・熊谷訳.統計学を拓いた異才たち.日経ビジネス人文庫, 2010.
・ラオ, CR. 柳井・田栗・藤越訳.統計学とはなにか.ちくま学芸文庫, 2010.
・大村平.統計のはなし　改訂版.日科技連. 2002

発展的な学習のために：
・「社会統計学B　Rを使って自習する」
https://panda.ecs.kyoto-u.ac.jp/access/content/group/9f0a5103-89e1-4b6c-abfd-069ab751ce7c/materials/
olslect.pdf
 [授業外学修（予習・復習）等]
講義を中心とするが、自習として統計分析ソフト（JMPやR等）を利用した演習を課す。
ソフトウェア JMP については大学で保有しているライセンスで学生自身のPC(Windows, Mac)にイ
ンストールできます。また、教育用コンピュータシステムの自習用端末に JMP・Rを導入していま
すので PC をお持ちでない学生はこちらを利用してください。
 [その他（オフィスアワー等）]
「統計入門」では文系向きのクラス（市村賢士郎特定助教担当）を開講しておりますので、文系学
部生はこちらのクラスを推奨します。

⑦ [ ][成績評価の方法・観点]
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科目ナンバリング U-LAS11 10001 LJ55

授業科目名
　<英訳>

統計入門
Introductory Statistics

担当者所属
職名・氏名

教授情報学研究科 神谷　之康

群 自然科学科目群 分野(分類) データ科学(基礎) 使用言語 日本語

旧群  B群 週コマ数  1コマ

対象学生 全学向配当学年 全回生

単位数  2単位

開講年度・
開講期   2020・前期 曜時限 火1

授業形態 講義

 [授業の概要・目的]
統計に関する知識は、実験、試験、調査などの結果を用いた実証研究を行う上でなくてはならない
ものである。生活に関わるさまざまな効果やリスクがデータとともに語られ、生活者としても統計
に対するリテラシーが求められるようになった。企業活動では、情報技術の発展によって、日々膨
大なデータが生成されており、その活用が求められるようになった。本講は、研究や、生活、社会
・経済活動に不可欠な統計を、集計・分析し、理解する力を養うことを目的とする。

ただし、統計や統計学については、膨大な研究の蓄積が有り、その利用はきわめて多分野に亘る。
しかも、各分野で独自の発展をとげている部分もあり、本講のみでそのすべてを扱うことは出来な
い。したがって、本講では、統計ならびに統計学に関する基本的な考え方を中心に講義することで、
より発展的な統計・統計学の学習への礎となることを目指す。

具体的には、二元分割表（２×２クロス集計表）の独立性の検定と関連性の強さの推定を主な題材
として、統計データの収集、チェック、集計、分析、結果の解釈という一連の過程について解説し、
統計データの発生、仮説検定と推定の考え方に関する理解を深める。

なお本講は、統計分析手順の機械的な利用や解釈だけを講義するのではなく、その基礎となる考え
方を学ぶことを目指している。しかし、統計学的命題について、厳密な数学的証明は避け、あくま
で統計・統計学のエンドユーザーとして必要とされる直感的な理解を目指す。

 [到達目標]
1.調査や実験・試験によるデータ収集の作法を理解する
2.データの種類や性質に応じたデータ確認と要約ができる
3.二元分割表の独立性の検定と関連の強さの推定を行い、結果を解釈できる。
4.仮説検定や推定の原理を理解する
5.統計や統計学的知識を正しく使うための留意点と倫理を知る
6.統計・統計学の応用について幅広く知り、今後の学習につなげる
[授業計画と内容]
授業回数はフィードバックを含め全15回とする。

-概要と導入（1回）
-データの確認と要約（2～3回）
-二元分割表と検定（2～3回）
-さまざまな確率分布と統計的検定の考え方（1～2回）
-二元分割表のリスク比・オッズ比・リスク差（1～2回）
-中心極限定理、区間推定（1～2回）
- t分布、検定・推定と標本規模（1～2回）
-統計と統計学の利用（1回）
-発展的内容（1回）

統計入門(2)へ続く↓↓↓

⑥

⑤

②,③

①

③,④

担当者所属担当者所属
職名・氏名

単位数

 [ ][授業の概要・目的]

 [ ][到達目標]

[ ][授業計画と内容]
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統計入門(2)

なお、講義の進度を反映して内容順序の変更や省略・追加を行うことがある。

 [履修要件]
主に文系の学生が高校で履修したレベルの数学の知識を必要とする。

 [成績評価の方法・観点]
随時実施するテストとレポートなどによって、講義で解説した基本的概念・原理の理解度、統計デ
ータの収集・集計・分析・解釈についての応用力を評価する。

 [教科書]
使用しない
 [参考書等]
（参考書）
本講をより深く理解するために:
・佐藤俊哉.宇宙怪人しまりす医療統計を学ぶ.岩波科学ライブラリー114, 2005.
・佐藤俊哉.宇宙怪人しまりす医療統計を学ぶ検定の巻.岩波科学ライブラリー194, 2012.
・内田治・石野祐三子・平野綾子. JMPによる医療系データ分析.東京図書. 2012.
・市原清志.バイオサイエンスの統計学.南江堂. 1990.

読み物として：
・ザルツブルグ, D. 竹内・熊谷訳.統計学を拓いた異才たち.日経ビジネス人文庫, 2010.
・ラオ, CR. 柳井・田栗・藤越訳.統計学とはなにか.ちくま学芸文庫, 2010.
・大村平.統計のはなし　改訂版.日科技連. 2002

発展的な学習のために：
・「社会統計学B　Rを使って自習する」
https://panda.ecs.kyoto-u.ac.jp/access/content/group/9f0a5103-89e1-4b6c-abfd-069ab751ce7c/materials/
olslect.pdf
 [授業外学修（予習・復習）等]
講義を中心とするが、自習として統計分析ソフト（JMPやR等）を利用した演習を課す。
ソフトウェア JMP については大学で保有しているライセンスで学生自身のPC(Windows, Mac)にイ
ンストールできます。また、教育用コンピュータシステムの自習用端末に JMP・Rを導入していま
すので PC をお持ちでない学生はこちらを利用してください。
 [その他（オフィスアワー等）]
「統計入門」では文系向きのクラス（市村賢士郎特定助教担当）を開講しておりますので、文系学
部生はこちらのクラスを推奨します。

⑦ [ ][成績評価の方法・観点]
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科目ナンバリング U-LAS11 10001 LJ55

授業科目名
　<英訳>

統計入門
Introductory Statistics

担当者所属
職名・氏名

教授国際高等教育院 林　和則

群 自然科学科目群 分野(分類) データ科学(基礎) 使用言語 日本語

旧群  B群 週コマ数  1コマ

対象学生 全学向配当学年 全回生

単位数  2単位

開講年度・
開講期   2020・後期 曜時限 木3

授業形態 講義

 [授業の概要・目的]
統計に関する知識は、実験、試験、調査などの結果を用いた実証研究を行う上でなくてはならない
ものである。生活に関わるさまざまな効果やリスクがデータとともに語られ、生活者としても統計
に対するリテラシーが求められるようになった。企業活動では、情報技術の発展によって、日々膨
大なデータが生成されており、その活用が求められるようになった。本講は、研究や、生活、社会
・経済活動に不可欠な統計を、集計・分析し、理解する力を養うことを目的とする。

ただし、統計や統計学については、膨大な研究の蓄積が有り、その利用はきわめて多分野に亘る。
しかも、各分野で独自の発展をとげている部分もあり、本講のみでそのすべてを扱うことは出来な
い。したがって、本講では、統計ならびに統計学に関する基本的な考え方を中心に講義することで、
より発展的な統計・統計学の学習への礎となることを目指す。

具体的には、二元分割表（２×２クロス集計表）の独立性の検定と関連性の強さの推定を主な題材
として、統計データの収集、チェック、集計、分析、結果の解釈という一連の過程について解説し、
統計データの発生、仮説検定と推定の考え方に関する理解を深める。

なお本講は、統計分析手順の機械的な利用や解釈だけを講義するのではなく、その基礎となる考え
方を学ぶことを目指している。しかし、統計学的命題について、厳密な数学的証明は避け、あくま
で統計・統計学のエンドユーザーとして必要とされる直感的な理解を目指す。

 [到達目標]
1.調査や実験・試験によるデータ収集の作法を理解する
2.データの種類や性質に応じたデータ確認と要約ができる
3.二元分割表の独立性の検定と関連の強さの推定を行い、結果を解釈できる。
4.仮説検定や推定の原理を理解する
5.統計や統計学的知識を正しく使うための留意点と倫理を知る
6.統計・統計学の応用について幅広く知り、今後の学習につなげる
[授業計画と内容]
-概要と導入（1回）
-データの確認と要約（2～3回）
-二元分割表と検定（2～3回）
-さまざまな確率分布と統計的検定の考え方（1～2回）
-二元分割表のリスク比・オッズ比・リスク差（1～2回）
-中心極限定理、区間推定（1～2回）
- t分布、検定・推定と標本規模（1～2回）
-統計と統計学の利用（1回）
-発展的内容（1回）

授業回数はフィードバックを含め全15回とする。
統計入門(2)へ続く↓↓↓

⑥

⑤

②,③

①

③,④

担当者所属担当者所属
職名・氏名

単位数

 [ ][授業の概要・目的]

 [ ][到達目標]

[ ][授業計画と内容]
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統計入門(2)

なお、講義の進度を反映して内容順序の変更や省略・追加を行うことがある。

 [履修要件]
主に文系の学生が高校で履修したレベルの数学の知識を必要とする

 [成績評価の方法・観点]
小テストとレポートによって、講義で解説した基本的概念・原理の理解度、統計データの収集・集
計・分析・解釈についての応用力を評価する。

 [教科書]
使用しない
 [参考書等]
（参考書）
本講をより深く理解するために:
・佐藤俊哉.宇宙怪人しまりす医療統計を学ぶ.岩波科学ライブラリー114, 2005.
・佐藤俊哉.宇宙怪人しまりす医療統計を学ぶ検定の巻.岩波科学ライブラリー194, 2012.
・内田治・石野祐三子・平野綾子. JMPによる医療系データ分析.東京図書. 2012.
・市原清志.バイオサイエンスの統計学.南江堂. 1990.

読み物として：
・ザルツブルグ, D. 竹内・熊谷訳.統計学を拓いた異才たち.日経ビジネス人文庫, 2010.
・ラオ, CR. 柳井・田栗・藤越訳.統計学とはなにか.ちくま学芸文庫, 2010.
・大村平.統計のはなし　改訂版.日科技連. 2002

発展的な学習のために：
・「社会統計学B　Rを使って自習する」
https://panda.ecs.kyoto-u.ac.jp/access/content/group/9f0a5103-89e1-4b6c-abfd-069ab751ce7c/materials/
olslect.pdf
 [授業外学修（予習・復習）等]
講義を中心とするが、自習として統計分析ソフト（JMPやR等）を利用した演習を課す。
ソフトウェア JMP については大学で保有しているライセンスで学生自身のPC(Windows, Mac)にイ
ンストールできます。また、教育用コンピュータシステムの自習用端末に JMP・Rを導入していま
すので PC をお持ちでない学生はこちらを利用してください。
 [その他（オフィスアワー等）]
「統計入門」では文系向きのクラス（市村賢士郎特定助教担当）を開講しておりますので、文系学
部生はこちらのクラスを推奨します。

⑦ [ ][成績評価の方法・観点]
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科目ナンバリング U-LAS11 10001 LJ55

授業科目名
　<英訳>

統計入門
Introductory Statistics

担当者所属
職名・氏名

教授情報学研究科 黒橋　禎夫

群 自然科学科目群 分野(分類) データ科学(基礎) 使用言語 日本語

旧群  B群 週コマ数  1コマ

対象学生 全学向配当学年 全回生

単位数  2単位

開講年度・
開講期   2020・後期 曜時限 火3

授業形態 講義

 [授業の概要・目的]
統計に関する知識は、実験、試験、調査などの結果を用いた実証研究を行う上でなくてはならない
ものである。生活に関わるさまざまな効果やリスクがデータとともに語られ、生活者としても統計
に対するリテラシーが求められるようになった。企業活動では、情報技術の発展によって、日々膨
大なデータが生成されており、その活用が求められるようになった。本講は、研究や、生活、社会
・経済活動に不可欠な統計を、集計・分析し、理解する力を養うことを目的とする。

ただし、統計や統計学については、膨大な研究の蓄積が有り、その利用はきわめて多分野に亘る。
しかも、各分野で独自の発展をとげている部分もあり、本講のみでそのすべてを扱うことは出来な
い。したがって、本講では、統計ならびに統計学に関する基本的な考え方を中心に講義することで、
より発展的な統計・統計学の学習への礎となることを目指す。

具体的には、二元分割表（２×２クロス集計表）の独立性の検定と関連性の強さの推定を主な題材
として、統計データの収集、チェック、集計、分析、結果の解釈という一連の過程について解説し、
統計データの発生、仮説検定と推定の考え方に関する理解を深める。

なお本講は、統計分析手順の機械的な利用や解釈だけを講義するのではなく、その基礎となる考え
方を学ぶことを目指している。しかし、統計学的命題について、厳密な数学的証明は避け、あくま
で統計・統計学のエンドユーザーとして必要とされる直感的な理解を目指す。

 [到達目標]
1.調査や実験・試験によるデータ収集の作法を理解する
2.データの種類や性質に応じたデータ確認と要約ができる
3.二元分割表の独立性の検定と関連の強さの推定を行い、結果を解釈できる。
4.仮説検定や推定の原理を理解する
5.統計や統計学的知識を正しく使うための留意点と倫理を知る
6.統計・統計学の応用について幅広く知り、今後の学習につなげる
[授業計画と内容]
授業回数はフィードバックを含め全15回とする。

-概要と導入（1回）
-データの確認と要約（2～3回）
-二元分割表と検定（2～3回）
-さまざまな確率分布と統計的検定の考え方（1～2回）
-二元分割表のリスク比・オッズ比・リスク差（1～2回）
-中心極限定理、区間推定（1～2回）
- t分布、検定・推定と標本規模（1～2回）
-統計と統計学の利用（1回）
-発展的内容（1回）

統計入門(2)へ続く↓↓↓

⑤

⑥

②,③

①

③,④

担当者所属担当者所属
職名・氏名

単位数

 [ ][授業の概要・目的]

 [ ][到達目標]

[ ][授業計画と内容]
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統計入門(2)

なお、講義の進度を反映して内容順序の変更や省略・追加を行うことがある。

 [履修要件]
主に文系の学生が高校で履修したレベルの数学の知識を必要とする

 [成績評価の方法・観点]
小テストとレポートによって、講義で解説した基本的概念・原理の理解度、統計データの収集・集
計・分析・解釈についての応用力を評価する。

 [教科書]
使用しない
 [参考書等]
（参考書）
本講をより深く理解するために:
・佐藤俊哉.宇宙怪人しまりす医療統計を学ぶ.岩波科学ライブラリー114, 2005.
・佐藤俊哉.宇宙怪人しまりす医療統計を学ぶ検定の巻.岩波科学ライブラリー194, 2012.
・内田治・石野祐三子・平野綾子. JMPによる医療系データ分析.東京図書. 2012.
・市原清志.バイオサイエンスの統計学.南江堂. 1990.

読み物として：
・ザルツブルグ, D. 竹内・熊谷訳.統計学を拓いた異才たち.日経ビジネス人文庫, 2010.
・ラオ, CR. 柳井・田栗・藤越訳.統計学とはなにか.ちくま学芸文庫, 2010.
・大村平.統計のはなし　改訂版.日科技連. 2002

発展的な学習のために：
・「社会統計学B　Rを使って自習する」
https://panda.ecs.kyoto-u.ac.jp/access/content/group/9f0a5103-89e1-4b6c-abfd-069ab751ce7c/materials/
olslect.pdf
 [授業外学修（予習・復習）等]
講義を中心とするが、自習として統計分析ソフト（JMPやR等）を利用した演習を課す。
ソフトウェア JMP については大学で保有しているライセンスで学生自身のPC(Windows, Mac)にイ
ンストールできます。また、教育用コンピュータシステムの自習用端末に JMP・Rを導入していま
すので PC をお持ちでない学生はこちらを利用してください。
 [その他（オフィスアワー等）]
「統計入門」では文系向きのクラス（市村賢士郎特定助教担当）を開講しておりますので、文系学
部生はこちらのクラスを推奨します。

⑦ [ ][成績評価の方法・観点]
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科目ナンバリング U-LAS11 10001 LJ55

授業科目名
　<英訳>

統計入門
Introductory Statistics

担当者所属
職名・氏名

特定教授国際高等教育院 田村　寛

群 自然科学科目群 分野(分類) データ科学(基礎) 使用言語 日本語

旧群  B群 週コマ数  1コマ

対象学生 全学向配当学年 全回生

単位数  2単位

開講年度・
開講期   2020・前期 曜時限 木1

授業形態 講義

 [授業の概要・目的]
統計に関する知識は、実験、試験、調査などの結果を用いた実証研究を行う上でなくてはならない
ものである。生活に関わるさまざまな効果やリスクがデータとともに語られ、生活者としても統計
に対するリテラシーが求められるようになった。企業活動では、情報技術の発展によって、日々膨
大なデータが生成されており、その活用が求められるようになった。本講は、研究や、生活、社会
・経済活動に不可欠な統計を、集計・分析し、理解する力を養うことを目的とする。

ただし、統計や統計学については、膨大な研究の蓄積が有り、その利用はきわめて多分野に亘る。
しかも、各分野で独自の発展をとげている部分もあり、本講のみでそのすべてを扱うことは出来な
い。したがって、本講では、統計ならびに統計学に関する基本的な考え方を中心に講義することで、
より発展的な統計・統計学の学習への礎となることを目指す。

具体的には、二元分割表（２×２クロス集計表）の独立性の検定と関連性の強さの推定を主な題材
として、統計データの収集、チェック、集計、分析、結果の解釈という一連の過程について解説し、
統計データの発生、仮説検定と推定の考え方に関する理解を深める。

なお本講は、統計分析手順の機械的な利用や解釈だけを講義するのではなく、その基礎となる考え
方を学ぶことを目指している。しかし、統計学的命題について、厳密な数学的証明は避け、あくま
で統計・統計学のエンドユーザーとして必要とされる直感的な理解を目指す。

 [到達目標]
1.調査や実験・試験によるデータ収集の作法を理解する
2.データの種類や性質に応じたデータ確認と要約ができる
3.二元分割表の独立性の検定と関連の強さの推定を行い、結果を解釈できる。
4.仮説検定や推定の原理を理解する
5.統計や統計学的知識を正しく使うための留意点と倫理を知る
6.統計・統計学の応用について幅広く知り、今後の学習につなげる
[授業計画と内容]
授業回数はフィードバックを含め全15回とする。
-概要と導入（1回）
-データの確認と要約（2～3回）
-二元分割表と検定（2～3回）
-さまざまな確率分布と統計的検定の考え方（1～2回）
-二元分割表のリスク比・オッズ比・リスク差（1～2回）
-中心極限定理、区間推定（1～2回）
- t分布、検定・推定と標本規模（1～2回）
-統計と統計学の利用（1回）
-発展的内容（1回）

統計入門(2)へ続く↓↓↓

⑤

⑥

②,③

①

③,④

担当者所属担当者所属
職名・氏名

単位数

 [ ][授業の概要・目的]

 [ ][到達目標]

[ ][授業計画と内容]
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統計入門(2)

なお、講義の進度を反映して内容順序の変更や省略・追加を行うことがある。

 [履修要件]
主に文系の学生が高校で履修したレベルの数学の知識を必要とする。

 [成績評価の方法・観点]
随時実施するテストとレポートなどによって、講義で解説した基本的概念・原理の理解度、統計デ
ータの収集・集計・分析・解釈についての応用力を評価する。

 [教科書]
使用しない
 [参考書等]
（参考書）
本講をより深く理解するために:
・佐藤俊哉.宇宙怪人しまりす医療統計を学ぶ.岩波科学ライブラリー114, 2005.
・佐藤俊哉.宇宙怪人しまりす医療統計を学ぶ検定の巻.岩波科学ライブラリー194, 2012.
・内田治・石野祐三子・平野綾子. JMPによる医療系データ分析.東京図書. 2012.
・市原清志.バイオサイエンスの統計学.南江堂. 1990.

読み物として：
・ザルツブルグ, D. 竹内・熊谷訳.統計学を拓いた異才たち.日経ビジネス人文庫, 2010.
・ラオ, CR. 柳井・田栗・藤越訳.統計学とはなにか.ちくま学芸文庫, 2010.
・大村平.統計のはなし　改訂版.日科技連. 2002

発展的な学習のために：
・「社会統計学B　Rを使って自習する」
https://panda.ecs.kyoto-u.ac.jp/access/content/group/9f0a5103-89e1-4b6c-abfd-069ab751ce7c/materials/
olslect.pdf
 [授業外学修（予習・復習）等]
講義を中心とするが、自習として統計分析ソフト（JMPやR等）を利用した演習を課す。
ソフトウェア JMP については大学で保有しているライセンスで学生自身のPC(Windows, Mac)にイ
ンストールできます。また、教育用コンピュータシステムの自習用端末に JMP・Rを導入していま
すので PC をお持ちでない学生はこちらを利用してください。
 [その他（オフィスアワー等）]
「統計入門」では文系向きのクラス（市村賢士郎特定助教担当）を開講しておりますので、文系学
部生はこちらのクラスを推奨します。

⑦ [ ][成績評価の方法・観点]
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科目ナンバリング U-LAS11 10001 LJ55

授業科目名
　<英訳>

統計入門
Introductory Statistics

担当者所属
職名・氏名

特定講師国際高等教育院 中野　直人

群 自然科学科目群 分野(分類) データ科学(基礎) 使用言語 日本語

旧群  B群 週コマ数  1コマ

対象学生 全学向配当学年 全回生

単位数  2単位

開講年度・
開講期   2020・前期 曜時限 木3

授業形態 講義

 [授業の概要・目的]
統計に関する知識は、実験、試験、調査などの結果を用いた実証研究を行う上でなくてはならない
ものである。生活に関わるさまざまな効果やリスクがデータとともに語られ、生活者としても統計
に対するリテラシーが求められるようになった。企業活動では、情報技術の発展によって、日々膨
大なデータが生成されており、その活用が求められるようになった。本講は、研究や、生活、社会
・経済活動に不可欠な統計を、集計・分析し、理解する力を養うことを目的とする。

ただし、統計や統計学については、膨大な研究の蓄積が有り、その利用はきわめて多分野に亘る。
しかも、各分野で独自の発展をとげている部分もあり、本講のみでそのすべてを扱うことは出来な
い。したがって、本講では、統計ならびに統計学に関する基本的な考え方を中心に講義することで、
より発展的な統計・統計学の学習への礎となることを目指す。

具体的には、二元分割表（２×２クロス集計表）の独立性の検定と関連性の強さの推定を主な題材
として、統計データの収集、チェック、集計、分析、結果の解釈という一連の過程について解説し、
統計データの発生、仮説検定と推定の考え方に関する理解を深める。

なお本講は、統計分析手順の機械的な利用や解釈だけを講義するのではなく、その基礎となる考え
方を学ぶことを目指している。しかし、統計学的命題について、厳密な数学的証明は避け、あくま
で統計・統計学のエンドユーザーとして必要とされる直感的な理解を目指す。

 [到達目標]
1.調査や実験・試験によるデータ収集の作法を理解する
2.データの種類や性質に応じたデータ確認と要約ができる
3.二元分割表の独立性の検定と関連の強さの推定を行い、結果を解釈できる。
4.仮説検定や推定の原理を理解する
5.統計や統計学的知識を正しく使うための留意点と倫理を知る
6.統計・統計学の応用について幅広く知り、今後の学習につなげる
[授業計画と内容]
-概要と導入（1回）
-データの確認と要約（2～3回）
-二元分割表と検定（2～3回）
-さまざまな確率分布と統計的検定の考え方（1～2回）
-二元分割表のリスク比・オッズ比・リスク差（1～2回）
-中心極限定理、区間推定（1～2回）
- t分布、検定・推定と標本規模（1～2回）
-統計と統計学の利用（1回）
-発展的内容（1回）

なお、講義の進度を反映して内容順序の変更や省略・追加を行うことがある。

統計入門(2)へ続く↓↓↓

⑥

②,③

⑤

①

③,④

担当者所属担当者所属
職名・氏名

単位数

 [ ][授業の概要・目的]

 [ ][到達目標]

[ ][授業計画と内容]
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統計入門(2)

 [履修要件]
主に文系の学生が高校で履修したレベルの数学の知識を必要とする。

 [成績評価の方法・観点]
随時実施するテストとレポートなどによって、講義で解説した基本的概念・原理の理解度、統計デ
ータの収集・集計・分析・解釈についての応用力を評価する。

 [教科書]
使用しない
 [参考書等]
（参考書）
本講をより深く理解するために:
・佐藤俊哉.宇宙怪人しまりす医療統計を学ぶ.岩波科学ライブラリー114, 2005.
・佐藤俊哉.宇宙怪人しまりす医療統計を学ぶ検定の巻.岩波科学ライブラリー194, 2012.
・内田治・石野祐三子・平野綾子. JMPによる医療系データ分析.東京図書. 2012.
・市原清志.バイオサイエンスの統計学.南江堂. 1990.

読み物として：
・ザルツブルグ, D. 竹内・熊谷訳.統計学を拓いた異才たち.日経ビジネス人文庫, 2010.
・ラオ, CR. 柳井・田栗・藤越訳.統計学とはなにか.ちくま学芸文庫, 2010.
・大村平.統計のはなし　改訂版.日科技連. 2002

発展的な学習のために：
・「社会統計学B　Rを使って自習する」
https://panda.ecs.kyoto-u.ac.jp/access/content/group/9f0a5103-89e1-4b6c-abfd-069ab751ce7c/materials/
olslect.pdf
 [授業外学修（予習・復習）等]
講義を中心とするが、自習として統計分析ソフト（JMPやR等）を利用した演習を課す。
ソフトウェア JMP については大学で保有しているライセンスで学生自身のPC(Windows, Mac)にイ
ンストールできます。また、教育用コンピュータシステムの自習用端末に JMP・Rを導入していま
すので PC をお持ちでない学生はこちらを利用してください。
 [その他（オフィスアワー等）]
「統計入門」では文系向きのクラス（市村賢士郎特定助教担当）を開講しておりますので、文系学
部生はこちらのクラスを推奨します。

⑦ [ ][成績評価の方法・観点]
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科目ナンバリング U-LAS11 10001 LJ55

授業科目名
　<英訳>

統計入門
Introductory Statistics

担当者所属
職名・氏名

特定助教国際高等教育院 市村　賢士郎

群 自然科学科目群 分野(分類) データ科学(基礎) 使用言語 日本語

旧群  B群 週コマ数  1コマ

対象学生 全学向配当学年 全回生

単位数  2単位

開講年度・
開講期   2020・前期 曜時限 月1

授業形態 講義

 [授業の概要・目的]
統計に関する知識は、実験、試験、調査などの結果を用いた実証研究を行う上でなくてはならない
ものである。生活に関わるさまざまな効果やリスクがデータとともに語られ、生活者としても統計
に対するリテラシーが求められるようになった。企業活動では、情報技術の発展によって、日々膨
大なデータが生成されており、その活用が求められるようになった。本講は、研究や、生活、社会
・経済活動に不可欠な統計を、集計・分析し、理解する力を養うことを目的とする。

ただし、統計や統計学については、膨大な研究の蓄積が有り、その利用はきわめて多分野に亘る。
しかも、各分野で独自の発展をとげている部分もあり、本講のみでそのすべてを扱うことは出来な
い。したがって、本講では、統計ならびに統計学に関する基本的な考え方を中心に講義することで、
より発展的な統計・統計学の学習への礎となることを目指す。

具体的には、二元分割表（２×２クロス集計表）の独立性の検定と関連性の強さの推定を主な題材
として、統計データの収集、チェック、集計、分析、結果の解釈という一連の過程について解説し、
統計データの発生、仮説検定と推定の考え方に関する理解を深める。

なお本講は、統計分析手順の機械的な利用や解釈だけを講義するのではなく、その基礎となる考え
方を学ぶことを目指している。しかし、統計学的命題について、厳密な数学的証明は避け、あくま
で統計・統計学のエンドユーザーとして必要とされる直感的な理解を目指す。

 [到達目標]
1.調査や実験・試験によるデータ収集の作法を理解する
2.データの種類や性質に応じたデータ確認と要約ができる
3.二元分割表の独立性の検定と関連の強さの推定を行い、結果を解釈できる。
4.仮説検定や推定の原理を理解する
5.統計や統計学的知識を正しく使うための留意点と倫理を知る
6.統計・統計学の応用について幅広く知り、今後の学習につなげる
[授業計画と内容]
-概要と導入（1回）
-データの確認と要約（2～3回）
-二元分割表と検定（2～3回）
-さまざまな確率分布と統計的検定の考え方（1～2回）
-二元分割表のリスク比・オッズ比・リスク差（1～2回）
-中心極限定理、区間推定（1～2回）
- t分布、検定・推定と標本規模（1～2回）
-統計と統計学の利用（1回）
-発展的内容（1回）

なお、講義の進度を反映して内容順序の変更や省略・追加を行うことがある。

統計入門(2)へ続く↓↓↓

⑤

⑥

②,③

①

③,④

担当者所属担当者所属
職名・氏名

単位数

 [ ][授業の概要・目的]

 [ ][到達目標]

[ ][授業計画と内容]
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統計入門(2)

 [履修要件]
主に文系の学生が高校で履修したレベルの数学の知識を必要とする。

 [成績評価の方法・観点]
随時実施するテストとレポートなどによって、講義で解説した基本的概念・原理の理解度、統計デ
ータの収集・集計・分析・解釈についての応用力を評価する。

 [教科書]
使用しない
 [参考書等]
（参考書）
本講をより深く理解するために:
・佐藤俊哉.宇宙怪人しまりす医療統計を学ぶ.岩波科学ライブラリー114, 2005.
・佐藤俊哉.宇宙怪人しまりす医療統計を学ぶ検定の巻.岩波科学ライブラリー194, 2012.
・内田治・石野祐三子・平野綾子. JMPによる医療系データ分析.東京図書. 2012.
・市原清志.バイオサイエンスの統計学.南江堂. 1990.

読み物として：
・ザルツブルグ, D. 竹内・熊谷訳.統計学を拓いた異才たち.日経ビジネス人文庫, 2010.
・ラオ, CR. 柳井・田栗・藤越訳.統計学とはなにか.ちくま学芸文庫, 2010.
・大村平.統計のはなし　改訂版.日科技連. 2002

発展的な学習のために：
・「統計的有意性とP値に関するASA声明」
https://www.biometrics.gr.jp/news/all/ASA.pdf
・濱田.データサイエンスの基礎 (データサイエンス入門シリーズ).講談社, 2019.
[授業外学修（予習・復習）等]
講義を中心とするが、自習として統計分析ソフト（JMPやR等）を利用した演習を課す。
ソフトウェア JMP については大学で保有しているライセンスで学生自身のPC(Windows, Mac)にイ
ンストールできます。また、教育用コンピュータシステムの自習用端末に JMP・Rを導入していま
すので PC をお持ちでない学生はこちらを利用してください。
 [その他（オフィスアワー等）]
このクラスは文系向きのクラスです。文系学部生はこちらのクラスを推奨します。

⑦ [ ][成績評価の方法・観点]
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科目ナンバリング U-LAS11 10001 LJ55

授業科目名
　<英訳>

統計入門
Introductory Statistics

担当者所属
職名・氏名

特定助教国際高等教育院 市村　賢士郎

群 自然科学科目群 分野(分類) データ科学(基礎) 使用言語 日本語

旧群  B群 週コマ数  1コマ

対象学生 全学向配当学年 全回生

単位数  2単位

開講年度・
開講期   2020・後期 曜時限 金1

授業形態 講義

 [授業の概要・目的]
統計に関する知識は、実験、試験、調査などの結果を用いた実証研究を行う上でなくてはならない
ものである。生活に関わるさまざまな効果やリスクがデータとともに語られ、生活者としても統計
に対するリテラシーが求められるようになった。企業活動では、情報技術の発展によって、日々膨
大なデータが生成されており、その活用が求められるようになった。本講は、研究や、生活、社会
・経済活動に不可欠な統計を、集計・分析し、理解する力を養うことを目的とする。

ただし、統計や統計学については、膨大な研究の蓄積が有り、その利用はきわめて多分野に亘る。
しかも、各分野で独自の発展をとげている部分もあり、本講のみでそのすべてを扱うことは出来な
い。したがって、本講では、統計ならびに統計学に関する基本的な考え方を中心に講義することで、
より発展的な統計・統計学の学習への礎となることを目指す。

具体的には、二元分割表（２×２クロス集計表）の独立性の検定と関連性の強さの推定を主な題材
として、統計データの収集、チェック、集計、分析、結果の解釈という一連の過程について解説し、
統計データの発生、仮説検定と推定の考え方に関する理解を深める。

なお本講は、統計分析手順の機械的な利用や解釈だけを講義するのではなく、その基礎となる考え
方を学ぶことを目指している。しかし、統計学的命題について、厳密な数学的証明は避け、あくま
で統計・統計学のエンドユーザーとして必要とされる直感的な理解を目指す。

 [到達目標]
1.調査や実験・試験によるデータ収集の作法を理解する
2.データの種類や性質に応じたデータ確認と要約ができる
3.二元分割表の独立性の検定と関連の強さの推定を行い、結果を解釈できる。
4.仮説検定や推定の原理を理解する
5.統計や統計学的知識を正しく使うための留意点と倫理を知る
6.統計・統計学の応用について幅広く知り、今後の学習につなげる
[授業計画と内容]
1.概要と導入
2.量的データの確認と要約
3.質的データの確認と要約
4.JMP等によるデータの確認と要約
5.二元分割表とカイ二乗検定
6.二元分割表とフィッシャーの正確検定
7.さまざなな確率分布と統計的検定の考え方
8.中間のまとめと補足、小テストとフィードバック
9.二元分割表のリスク比とオッズ比
10.二元分割表におけるリスク差
11.中心極限定理、区間推定の考え方

統計入門(2)へ続く↓↓↓

⑤

⑥

②,③

①

③,④

担当者所属担当者所属
職名・氏名

単位数

 [ ][授業の概要・目的]

 [ ][到達目標]

[ ][授業計画と内容]
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統計入門(2)

12.t分布、検定・推定と標本規模
13.統計と統計学の利用
14.続・統計入門への繋がり

なお、講義の進度を反映して内容順序の変更や省略・追加を行うことがある。

 [履修要件]
主に文系の学生が高校で履修したレベルの数学の知識を必要とする

 [成績評価の方法・観点]
小テストとレポートによって、講義で解説した基本的概念・原理の理解度、統計データの収集・集
計・分析・解釈についての応用力を評価する。

 [教科書]
使用しない
 [参考書等]
（参考書）
本講をより深く理解するために:
・佐藤俊哉.宇宙怪人しまりす医療統計を学ぶ.岩波科学ライブラリー114, 2005.
・佐藤俊哉.宇宙怪人しまりす医療統計を学ぶ検定の巻.岩波科学ライブラリー194, 2012.
・内田治・石野祐三子・平野綾子. JMPによる医療系データ分析.東京図書. 2012.
・市原清志.バイオサイエンスの統計学.南江堂. 1990.

読み物として：
・ザルツブルグ, D. 竹内・熊谷訳.統計学を拓いた異才たち.日経ビジネス人文庫, 2010.
・ラオ, CR. 柳井・田栗・藤越訳.統計学とはなにか.ちくま学芸文庫, 2010.
・大村平.統計のはなし　改訂版.日科技連. 2002

発展的な学習のために：
・「社会統計学B　Rを使って自習する」
https://panda.ecs.kyoto-u.ac.jp/access/content/group/9f0a5103-89e1-4b6c-abfd-069ab751ce7c/materials/
olslect.pdf
 [授業外学修（予習・復習）等]
講義を中心とするが、自習として統計分析ソフト（JMP）を利用した演習を課す。
ソフトウェア JMP については大学で保有しているライセンスで学生自身のPC(Windows, Mac)にイ
ンストールできます。また、教育用コンピュータシステムの自習用端末に JMP を導入しています
ので PC をお持ちでない学生はこちらを利用してください。
 [その他（オフィスアワー等）]
このクラスは文系向きのクラスです。文系学部生はこちらのクラスを推奨します。

⑦ [ ][成績評価の方法・観点]
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科目ナンバリング U-LAS11 10001 LJ55

授業科目名
　<英訳>

統計入門
Introductory Statistics

担当者所属
職名・氏名

特定講師国際高等教育院 木村　真之

群 自然科学科目群 分野(分類) データ科学(基礎) 使用言語 日本語

旧群  B群 週コマ数  1コマ

対象学生 全学向配当学年 全回生

単位数  2単位

開講年度・
開講期   2020・前期 曜時限 火1

授業形態 講義

 [授業の概要・目的]
統計に関する知識は、実験、試験、調査などの結果を用いた実証研究を行う上でなくてはならない
ものである。生活に関わるさまざまな効果やリスクがデータとともに語られ、生活者としても統計
に対するリテラシーが求められるようになった。企業活動では、情報技術の発展によって、日々膨
大なデータが生成されており、その活用が求められるようになった。本講は、研究や、生活、社会
・経済活動に不可欠な統計を、集計・分析し、理解する力を養うことを目的とする。

ただし、統計や統計学については、膨大な研究の蓄積が有り、その利用はきわめて多分野に亘る。
しかも、各分野で独自の発展をとげている部分もあり、本講のみでそのすべてを扱うことは出来な
い。したがって、本講では、統計ならびに統計学に関する基本的な考え方を中心に講義することで、
より発展的な統計・統計学の学習への礎となることを目指す。

具体的には、二元分割表（２×２クロス集計表）の独立性の検定と関連性の強さの推定を主な題材
として、統計データの収集、チェック、集計、分析、結果の解釈という一連の過程について解説し、
統計データの発生、仮説検定と推定の考え方に関する理解を深める。

なお本講は、統計分析手順の機械的な利用や解釈だけを講義するのではなく、その基礎となる考え
方を学ぶことを目指している。しかし、統計学的命題について、厳密な数学的証明は避け、あくま
で統計・統計学のエンドユーザーとして必要とされる直感的な理解を目指す。

 [到達目標]
1.調査や実験・試験によるデータ収集の作法を理解する
2.データの種類や性質に応じたデータ確認と要約ができる
3.二元分割表の独立性の検定と関連の強さの推定を行い、結果を解釈できる。
4.仮説検定や推定の原理を理解する
5.統計や統計学的知識を正しく使うための留意点と倫理を知る
6.統計・統計学の応用について幅広く知り、今後の学習につなげる
[授業計画と内容]
-概要と導入（1回）
-データの確認と要約（2～3回）
-二元分割表と検定（2～3回）
-さまざまな確率分布と統計的検定の考え方（1～2回）
-二元分割表のリスク比・オッズ比・リスク差（1～2回）
-中心極限定理、区間推定（1～2回）
- t分布、検定・推定と標本規模（1～2回）
-統計と統計学の利用（1回）
-発展的内容（1回）

なお、講義の進度を反映して内容順序の変更や省略・追加を行うことがある。

統計入門(2)へ続く↓↓↓

⑤

⑥

②,③

①

③,④

担当者所属担当者所属
職名・氏名

単位数

 [ ][授業の概要・目的]

 [ ][到達目標]

[ ][授業計画と内容]
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統計入門(2)

 [履修要件]
主に文系の学生が高校で履修したレベルの数学の知識を必要とする。

 [成績評価の方法・観点]
随時実施するテストとレポートなどによって、講義で解説した基本的概念・原理の理解度、統計デ
ータの収集・集計・分析・解釈についての応用力を評価する。

 [教科書]
使用しない
 [参考書等]
（参考書）
本講をより深く理解するために:
・佐藤俊哉.宇宙怪人しまりす医療統計を学ぶ.岩波科学ライブラリー114, 2005.
・佐藤俊哉.宇宙怪人しまりす医療統計を学ぶ検定の巻.岩波科学ライブラリー194, 2012.
・内田治・石野祐三子・平野綾子. JMPによる医療系データ分析.東京図書. 2012.
・市原清志.バイオサイエンスの統計学.南江堂. 1990.

読み物として：
・ザルツブルグ, D. 竹内・熊谷訳.統計学を拓いた異才たち.日経ビジネス人文庫, 2010.
・ラオ, CR. 柳井・田栗・藤越訳.統計学とはなにか.ちくま学芸文庫, 2010.
・大村平.統計のはなし　改訂版.日科技連. 2002

発展的な学習のために：
・「社会統計学B　Rを使って自習する」
https://panda.ecs.kyoto-u.ac.jp/access/content/group/9f0a5103-89e1-4b6c-abfd-069ab751ce7c/materials/
olslect.pdf
 [授業外学修（予習・復習）等]
講義を中心とするが、自習として統計分析ソフト（JMPやR等）を利用した演習を課す。
ソフトウェア JMP については大学で保有しているライセンスで学生自身のPC(Windows, Mac)にイ
ンストールできます。また、教育用コンピュータシステムの自習用端末に JMP・Rを導入していま
すので PC をお持ちでない学生はこちらを利用してください。
 [その他（オフィスアワー等）]
「統計入門」では文系向きのクラス（市村賢士郎特定助教担当）を開講しておりますので、文系学
部生はこちらのクラスを推奨します。

⑦ [ ][成績評価の方法・観点]
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科目ナンバリング U-LAS11 10001 LJ55

授業科目名
　<英訳>

統計入門
Introductory Statistics

担当者所属
職名・氏名

特定講師国際高等教育院 木村　里子

群 自然科学科目群 分野(分類) データ科学(基礎) 使用言語 日本語

旧群  B群 週コマ数  1コマ

対象学生 全学向配当学年 全回生

単位数  2単位

開講年度・
開講期   2020・前期 曜時限 火1

授業形態 講義

 [授業の概要・目的]
統計に関する知識は、実験、試験、調査などの結果を用いた実証研究を行う上でなくてはならない
ものである。生活に関わるさまざまな効果やリスクがデータとともに語られ、生活者としても統計
に対するリテラシーが求められるようになった。企業活動では、情報技術の発展によって、日々膨
大なデータが生成されており、その活用が求められるようになった。本講は、研究や、生活、社会
・経済活動に不可欠な統計を、集計・分析し、理解する力を養うことを目的とする。

ただし、統計や統計学については、膨大な研究の蓄積が有り、その利用はきわめて多分野に亘る。
しかも、各分野で独自の発展をとげている部分もあり、本講のみでそのすべてを扱うことは出来な
い。したがって、本講では、統計ならびに統計学に関する基本的な考え方を中心に講義することで、
より発展的な統計・統計学の学習への礎となることを目指す。

具体的には、二元分割表（２×２クロス集計表）の独立性の検定と関連性の強さの推定を主な題材
として、統計データの収集、チェック、集計、分析、結果の解釈という一連の過程について解説し、
統計データの発生、仮説検定と推定の考え方に関する理解を深める。

なお本講は、統計分析手順の機械的な利用や解釈だけを講義するのではなく、その基礎となる考え
方を学ぶことを目指している。しかし、統計学的命題について、厳密な数学的証明は避け、あくま
で統計・統計学のエンドユーザーとして必要とされる直感的な理解を目指す。

 [到達目標]
1.調査や実験・試験によるデータ収集の作法を理解する
2.データの種類や性質に応じたデータ確認と要約ができる
3.二元分割表の独立性の検定と関連の強さの推定を行い、結果を解釈できる。
4.仮説検定や推定の原理を理解する
5.統計や統計学的知識を正しく使うための留意点と倫理を知る
6.統計・統計学の応用について幅広く知り、今後の学習につなげる
[授業計画と内容]
-概要と導入（1回）
-データの確認と要約（2～3回）
-二元分割表と検定（2～3回）
-さまざまな確率分布と統計的検定の考え方（1～2回）
-二元分割表のリスク比・オッズ比・リスク差（1～2回）
-中心極限定理、区間推定（1～2回）
- t分布、検定・推定と標本規模（1～2回）
-統計と統計学の利用（1回）
-発展的内容（1回）

なお、講義の進度を反映して内容順序の変更や省略・追加を行うことがある。

統計入門(2)へ続く↓↓↓

⑥

②,③

①

③,④

⑤

担当者所属担当者所属
職名・氏名

単位数

 [ ][授業の概要・目的]

 [ ][到達目標]

[ ][授業計画と内容]
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統計入門(2)

 [履修要件]
主に文系の学生が高校で履修したレベルの数学の知識を必要とする。

 [成績評価の方法・観点]
随時実施するテストとレポートなどによって、講義で解説した基本的概念・原理の理解度、統計デ
ータの収集・集計・分析・解釈についての応用力を評価する。

 [教科書]
使用しない
 [参考書等]
（参考書）
本講をより深く理解するために:
・佐藤俊哉.宇宙怪人しまりす医療統計を学ぶ.岩波科学ライブラリー114, 2005.
・佐藤俊哉.宇宙怪人しまりす医療統計を学ぶ検定の巻.岩波科学ライブラリー194, 2012.
・内田治・石野祐三子・平野綾子. JMPによる医療系データ分析.東京図書. 2012.
・市原清志.バイオサイエンスの統計学.南江堂. 1990.

読み物として：
・ザルツブルグ, D. 竹内・熊谷訳.統計学を拓いた異才たち.日経ビジネス人文庫, 2010.
・ラオ, CR. 柳井・田栗・藤越訳.統計学とはなにか.ちくま学芸文庫, 2010.
・大村平.統計のはなし　改訂版.日科技連. 2002

発展的な学習のために：
・「社会統計学B　Rを使って自習する」
https://panda.ecs.kyoto-u.ac.jp/access/content/group/9f0a5103-89e1-4b6c-abfd-069ab751ce7c/materials/
olslect.pdf
 [授業外学修（予習・復習）等]
講義を中心とするが、自習として統計分析ソフト（JMPやR等）を利用した演習を課す。
ソフトウェア JMP については大学で保有しているライセンスで学生自身のPC(Windows, Mac)にイ
ンストールできます。また、教育用コンピュータシステムの自習用端末に JMP・Rを導入していま
すので PC をお持ちでない学生はこちらを利用してください。
 [その他（オフィスアワー等）]
「統計入門」では文系向きのクラス（市村賢士郎特定助教担当）を開講しておりますので、文系学
部生はこちらのクラスを推奨します。

⑦ [ ][成績評価の方法・観点]
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総合人間学部　人間科学系　コースツリー

※科目名の詳細は、「履修モデル」を参照 凡例：

４
年
次

人間形成論関係 社会行動論関係

DP1:総合人間学部が提供
する学際的な学問の場にお
いて、人文科学・社会科学・
自然科学を横断する幅広い
知識と教養を身につけてい
ること。

DP2:他者や異文化に対する
理解を深めた上で、自らの見
解を形成し、それを豊かに表
現するプレゼンテーション能
力やコミュニケーション能力、
ならびにリーダーシップを培っ
ていること。

DP3:多様な学問分野を学ぶ
中で、自らの知的な核となる
特定の分野を選択し、その理
解を深めていること。

DP4:主たる専門分野とは異なる、
もう一つの分野も重点的に学ぶこ
とによって、人間・文明・自然に対
する、多角的な視点や柔軟な発想
力を培っていること。

DP5:卒業論文・卒業研究に
おいて、問題の設定からその
解決方法の提示に至る研究
過程に取り組み、一定の成
果を上げていること。

文化社会論関係 人間存在論関係 創造行為論関係 文芸表象論関係

教育社会学
・教育史

発達心理学
精神病理学
・精神分析

学
社会学

グループ・ダイ
ナミックス
社会心理学

ドイツ文芸
表象論

演習 演習 演習 演習 演習 演習
演習
・講義

宗教社会学
・宗教心理学

ヒストリー・
オブ・アイ
ディアズ

動態映画
文化論

制度・生
活文化史

メディア・
スタディー

ズ

演習 演習
演習
・講義

英米文芸
表象論

演習
・講義

演習
・講義

演習
・講義

演習
・講義

３
年
次

演習
・講義

演習
・実験
・講義

演習
・講義

演習
・講義

演習
・実験
・講義

演習
・講義

演習
・講義

演習
・講義

演習
・講義

演習
・講義

演習
・講義

他学部科目
（緑系）

学部科目
（青系）

全学共通科目
（オレンジ系）

基礎ゼ
ミ

・講義

演習
・講義

基礎ゼ
ミ

・講義

学　系　入　門　科　目　（他学系・２学系以上）

基礎ゼミ
・講義

講義 講義 講義 講義 講義
基礎ゼミ
・講義

基礎ゼミ
・実験
・講義

基礎ゼミ
・講義

2回生時
学系分属
（主専攻
決定）

副専攻
決定

所属する学系
以外の副専
攻科目表より
20単位以上

副
専
攻
科
目

（
他
学
系

）

他
学
部
科
目

（
自
由
科
目

）

京都大学
で開講さ
れている
学部向け
全科目

主

専

攻

科

目

演習
・講義

演習
・講義

２
・
１
年
次

基礎ゼミ
・講義

基礎ゼミ
・実験
・講義

全　学　共　通　科　目　（外国語科目・自由科目）

演習
・講義

演習
・講義

演習
・講義

卒 業 論 文

3
4



総合人間学部　認知情報学系　コースツリー

※科目名の詳細は、「履修モデル」を参照 凡例：

2回生時
学系分属
（主専攻
決定）

副
専
攻
科
目

（
他
学
系

）

所属する学系
以外の副専
攻科目表より
20単位以上

４
年
次

認知・行動科学関係 数理情報論関係 言語科学関係 外国語教育論関係

認知科学 行動制御学 身体機能論 数学 情報学

演習・講義・ゼミ

主

専

攻

科

目

京都大学
で開講さ
れている
学部向け
全科目

２
・
１
年
次

講義・ゼミ

３
年
次

特論・講義・ゼミ演習 演習 演習

全　学　共　通　科　目　（外国語科目・自由科目）

演習・講義・ゼミ 演習・講義

学　系　入　門　科　目　（他学系・２学系以上）

基礎ゼミ・講義基礎ゼミ・講義

副専攻
決定

演習・講義・ゼミ 演習・講義

言語比較論言語情報科学

演習・講義

演習・講義演習・実験・講義 演習・実験・講義
演習・実験・講

義
講義・ゼミ

他
学
部
科
目

（
自
由
科
目

）

学部科目
（青系）

DP1:総合人間学部が提供する学際的な
学問の場において、人文科学・社会科学・
自然科学を横断する幅広い知識と教養を
身につけていること。

DP4:主たる専門分野とは異なる、もう
一つの分野も重点的に学ぶことによっ
て、人間・文明・自然に対する、多角
的な視点や柔軟な発想力を培ってい
ること。

DP5:卒業論文・卒業研究において、問
題の設定からその解決方法の提示に
至る研究過程に取り組み、一定の成
果を上げていること。

DP3:多様な学問分野を学ぶ中で、
自らの知的な核となる特定の分野
を選択し、その理解を深めているこ
と。

DP2:他者や異文化に対する理解を深め
た上で、自らの見解を形成し、それを豊
かに表現するプレゼンテーション能力や
コミュニケーション能力、ならびにリー
ダーシップを培っていること。

演習・講義

演習・講義

全学共通科目
（オレンジ系）

基礎ゼミ・講義 基礎ゼミ・講義

他学部科目
（緑系）

演習・講義基礎ゼミ・講義

卒 業 論 文

3
5



総合人間学部　国際文明学系　コースツリー

※科目名の詳細は、「履修モデル」を参照
凡例：

京都大学
で開講さ
れている
学部向け
全科目

２
・
１
年
次

講義 講義

全　学　共　通　科　目　（外国語科目・自由科目）

学　系　入　門　科　目　（他学系・２学系以上）

基礎ゼミ
・講義

基礎ゼミ
・講義

演習
・講義

副専攻
決定

講義
基礎ゼミ
・講義

講義講義
基礎ゼミ
・講義

基礎ゼミ
・講義

３
年
次

演習
・講義

他
学
部
科
目

（
自
由
科
目

）

演習
・講義

演習・講義

基礎ゼミ
・講義

演習
・講義

演習
・講義

演習
・講義

演習
・講義

国際関係論

演習・ 講義

演習
・講義

所属する学系
以外の副専攻
科目表より20

単位以上

副
専
攻
科
目

（
他
学
系

）

演習・講義

講義 講義

欧米歴史
社会論

演習
・講義

演習
・講義

西欧近現代
表象文化論

演習
・講義

演習
・講義

講義
基礎ゼミ・
演習・講

義

基礎ゼミ・
演習・講義

基礎ゼミ
・講義

講義

４
年
次

演習・
講義

演習・
講義

演習・
講義

演習・ 講義 演習・講義
演習
・講義

文明構造
論

現代文明論

社会相関論関係 歴史文化社会論関係

多文化社
会論

西欧古代・中世
表象文化論

演習
・講義

DP1:総合人間学部が提供する学
際的な学問の場において、人文
科学・社会科学・自然科学を横断
する幅広い知識と教養を身につ
けていること。

DP4:主たる専門分野とは異なる、もう
一つの分野も重点的に学ぶことによっ
て、人間・文明・自然に対する、多角
的な視点や柔軟な発想力を培ってい
ること。

DP2:他者や異文化に対する理解
を深めた上で、自らの見解を形成
し、それを豊かに表現するプレゼ
ンテーション能力やコミュニケー
ション能力、ならびにリーダーシッ
プを培っていること。

DP3:多様な学問分野を学ぶ中で、自ら
の知的な核となる特定の分野を選択
し、その理解を深めていること。

DP5:卒業論文・卒業研究におい
て、問題の設定からその解決方法
の提示に至る研究過程に取り組
み、一定の成果を上げていること。

2回生時
学系分属
（主専攻
決定）

全学共通科目
（オレンジ系）

学部科目
（青系）

他学部科目
（緑系）

主

専

攻

科

目

社会経済システム論

演習・講義

演習・講義

基礎ゼミ
・講義

日本歴史文化論

演習・ 講義

演習
・講義

国家・社会法システム
論

日本語学・
日本文学

中国社会論公共政策論

卒 業 論 文

3
6



総合人間学部　文化環境学系　コースツリー

※科目名の詳細は、「履修モデル」を参照 凡例：

DP5:卒業論文・卒業研究におい
て、問題の設定からその解決方法
の提示に至る研究過程に取り組
み、一定の成果を上げていること。

４
年
次 他

学
部
科
目

（
自
由
科
目

）

３
年
次

DP1:総合人間学部が提供す
る学際的な学問の場におい
て、人文科学・社会科学・自然
科学を横断する幅広い知識と
教養を身につけていること。

DP2:他者や異文化に対する
理解を深めた上で、自らの見
解を形成し、それを豊かに表
現するプレゼンテーション能
力やコミュニケーション能力、
ならびにリーダーシップを
培っていること。

DP3:多様な学問分野を学
ぶ中で、自らの知的な核と
なる特定の分野を選択し、
その理解を深めているこ
と。

DP4:主たる専門分野とは異な
る、もう一つの分野も重点的
に学ぶことによって、人間・文
明・自然に対する、多角的な
視点や柔軟な発想力を培って
いること。

所属する学系
以外の副専攻
科目表より20単

位以上

２
・
１
年
次

全　学　共　通　科　目　（外国語科目・自由科目）

主

専

攻

科

目

副
専
攻
科
目

（
他
学
系

）
副専攻
決定

他学部科目
（緑系）

京都大学
で開講さ
れている
学部向け
全科目

学　系　入　門　科　目　（他学系・２学系以上）

2回生時
学系分属
（主専攻
決定）

全学共通科目
（オレンジ系）

学部科目
（青系）

卒 業 論 文

講義

演習 講義

演習・講義 演習・講義 演習・講義 演習

演習・講義 演習・講義 演習・講義

基礎ゼミ・演
習・講義

講義
基礎ゼミ・演
習・講義

講義
基礎ゼミ・演
習・講義

比較文明論

演習・実習 講義

演習・実習 講義

多文化複合論 地域文明論 文明交流論 環境構成論 地域空間論

演習

演習

基礎ゼミ・講義

文化・地域環境論

文化人類学

講義

講義

演習・講義基礎ゼミ・講義 講義 講義講義

講義3
7



総合人間学部 自然科学系 コースツリー

DP1:総合人間学部が

提供する学際的な学問
の場において、人文科
学・社会科学・自然科
学を横断する幅広い知
識と教養を身につけて
いること。

DP2:他者や異文化に

対する理解を深めた上
で、自らの見解を形成
し、それを豊かに表現
するプレゼンテーション
能力やコミュニケーショ
ン能力、ならびにリー
ダーシップを培ってい
ること。

DP3:多様な学問分野を

学ぶ中で、自らの知的
な核となる特定の分野
を選択し、その理解を
深めていること。

DP4:主たる専門分野と

は異なる、もう一つの
分野も重点的に学ぶこ
とによって、人間・文
明・自然に対する、多
角的な視点や柔軟な
発想力を培っているこ
と。

DP5:卒業論文・卒業研

究において、問題の設
定からその解決方法の
提示に至る研究過程
に取り組み、一定の成
果を上げていること。

４
年
次

３
年
次

２
・
１
年
次

他
学
部
科
目

（
自
由
科
目
）

京都大学
で開講され
ている学部
向け全科
目

副
専
攻
科
目

（
他
学
系
）

所属する学系
以外の副専攻
科目表より20
単位以上

学 系 入 門 科 目 （他学系・２学系以上）

全 学 共 通 科 目 （外国語科目・自由科目）

演習・講義

演習・講義

演習
講義

実験
演習
講義

物理

演習・講義

演習・講義

演習
講義

実験
演習
講義

化学

演習・講義

演習・講義

演習
講義

実験
演習
講義

生物

演習・講義

演習・講義

演習
講義

実験
演習
講義

地学

主

専

攻

科

目

卒 業 研 究

学部科目
（青系）

他学部科目
（緑系）

全学共通科目
（オレンジ系）凡例：※科目名の詳細は、「履修モデル」を参照

副専攻
決定

2回生時
学系分属
（主専攻
決定）

3
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特
殊
講
義

講
義

基
礎
演
習

演
習講

読
・
語
学

実
習

卒業論文

教
職
・
司
書
・
学
芸
員
科
目

一
回
生

四
回
生

三
回
生

二
回
生

全学共通科目

思
想
、
言
語
、
文
学
、
歴
史
、
行
動
、
現
代
文
化
に
関
わ
る
学
術
体
系
を

習
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
間
の
諸
活
動
を
原
理
的
に
解
明
し
、
絶
え
ず

変
化
す
る
環
境
の
中
で
そ
れ
ら
の
も
つ
価
値
を
問
い
直
す
能
力
を
築
く
。

○哲学・歴史学・文学・行動科学に関わる基礎的学識、専門分野についての深い理解力を持ち、卒業論文

の作成を通して培われる問題探究能力、分析能力、表現能力を身につけている。

○哲学・歴史学・文学・行動科学に関わる課題に関して、問題発見能力と問題解決能力を具え、創造的に

取り組むことができる。

○人文学の意義と重要性を理解し、高い倫理性を持って、その発展に寄与する行動ができる。

○自由で批判的な精神と良識を具え、人類が直面する課題を直視し、問題解決に積極的に寄与することが

できる。

文学部 人文学科 コースツリー

系
分
属

専
修
分
属

自
由
選
択
科
目

全学共通科目

文学部英語

は各専修の必修専門科目。ただし、専修によって開講科目が異なる。

3
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Effective Learning Strategies

全 学 共 通 科 目

DP1 心・人間・社会につ
いての専門的識見

DP2 広い視野と異質なも
のへの理解

DP3 多面的・総合的な思
考力と批判的判断力

DP4 人間らしさを擁護し
促進する態度

DP5 地球社会の調和ある
共存に貢献できる人材

導
入

応
用

発
展

基
礎

教 育 研 究 入 門 Ⅰ・Ⅱ

情 報 学 Ⅰ・Ⅱ

教育学部コースツリー

学部共用大学院授業科目 学部共用大学院授業科目

教 育 情 報 学

卒業論文

学部共用大学院授業科目

哲 学 概 論

現代教育基礎学系 教育心理学系 相関教育システム論系

4
0



4
1



4
2



経済学部 経済経営学科 コースツリー

理論・歴史コース

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

卒業論文

全学共通科目

理論・歴史
コース

専目科目Ⅰ

経済数学１
経済数学２
社会思想史
経済学史
日本経済史
欧米経済史
公共経済学
農業経済論
経営史
国際経営史
現代日本経
営史
市場構造と企
業戦略
情報処理論
1a～1b
情報処理論
2a～2b

理論・歴史
コース

専門科目Ⅱ

アジア経済史
思想史の方
法と対象
国際金融論
国際経済学
金融政策
現代経済思
想
医療経済学
交通経済論
都市経済学
産業組織論
比較経営論
動学的マクロ
経済分析
国際貿易政
策

入門演習

政策コース
専門科目Ⅰ

日本経済論
公共経済学
社会政策論
農業経済論
行動経済学
開発経済論
労働経済学
情報処理論
1a～1b
情報処理論
2a～2b

政策コース
専門科目Ⅱ

比較経済システ
ム論 世界経済
論 国際金融論
国際経済学 市
場経済移行論
経済政策論
地域産業論 地
域開発論 国際
農政論 租税論
金融政策 地方
財政論 財政政
策論 医療経済
学 交通経済論
環境経済論 応
用経済学 東ア
ジア経済論 現
代日本産業論
動学的マクロ経済
分析 国際貿易
政策

マネジメント
コース

専門科目Ⅰ

経営史
日本経済論
組織経済論
開発経済論
国際経営史
ITビジネス論
労働経済学
財務会計
管理会計
市場構造と企
業戦略
情報処理論1a
～1b
情報処理論2a
～2b

マネジメント
コース

専門科目Ⅱ

計画理論
意思決定論
経営情報論
国際経済学
産業組織論
医療経済学
比較経営論
人的資源管理
論 応用経済
学 現代日本
産業論 流通
論 オペレー
ション・マネジメ
ント
環境経済論 イ
ノベーション・マ
ネジメント概論
国際経営論
国際貿易政策
サービス経営
学

ファイナンス・
会計コース
専門科目Ⅰ

経済数学１
経済数学２
国際経営史
行動経済学
ファイナンス
工学
証券投資論
派生証券論
保険論
財務会計
管理会計
情報処理論
1a～1b
情報処理論
2a～2b

ファイナンス・
会計コース
専門科目Ⅱ

会計監査論
原価計算論
国際会計論
計画理論
意思決定論
経営情報論
国際金融論
国際経済学
金融政策
人的資源管
理論
オペレーショ
ン・マネジメン
ト
イノベーショ
ン・マネジメン
ト概論
流通論
経営分析論
国際経営論
国際貿易政
策

法学部科目

憲法第一部
憲法第二部
行政法第一部
民法第一部
民法第二部
民法第三部
商法第一部
商法第二部
刑法第一部
国際法第一部
国際法第二部
租税法 労働法
政治原論 法社
会学 英米法概
論 行政学
西洋法制史

入門科目
ミクロ経済学入門、マクロ経済学入門、社会経済学入門、基礎統計学、経済史・思想史入門、現代経済事情、経営学入門、会計学入門、情報処理入門

政策コース マネジメントコース ファイナンス・会計コース

専門基礎
科目

ミクロ経済学１
ミクロ経済学２
マクロ経済学
１
マクロ経済学
２
社会経済学１
社会経済学２
経済史１
経済史２
財政学
金融論
計量経済学
経済統計学
経営学原理
経営戦略
経営組織１
経営組織２
マーケティン
グ１ マーケ
ティング２ 経
営財務
会計学１
会計学２

DP1:経済メカニズムの本質につい
て理論的・歴史的に深い考察が
行える能力を身につける。

DP2：理論的・実証的分析に裏付けら
れた実践的な政策提言が行えるよう
な能力を身につける。

DP3:民間企業のコーポレートガバナン
スやビジネスデザインのみならず、NPO
法人の設立・経営など、組織経営の実
践的で主体的な意思決定を行える能
力を身につける。

DP4:高度化・国際化が進むファイ
ナンスの最新知識と、会計のグ
ローバル・スタンダードを身につけ
る。

特別科目

外国経済
書講読（独、
仏、英、中、
韓・朝、西）

職業指導

演習

２回生
演習

特殊
講義

全コース
共通科目

※履修モデル
コース

※科目を４コースに体系化し、コース
の中で学ぶことにより専門性が高まる
ことを目指していますが、コース制は
履修モデルに基づく弾力的な制度であ
り、コース制に基づく科目履修は卒業
要件ではありません。
※専門科目には各コースに重複してい
るものがあります。

発
展
科
目

発
展
科
目

発
展
科
目

発
展
科
目

卒業に必要な単位
【平成27年度以前入学者】
専門科目

84単位以上
全学共通科目

40単位以上
【平成28年度以降入学者】
専門科目

84単位以上
全学共通科目

56単位以上

4
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京都大学理学部理学科
京都大学　理学部（理学科）のディプロマポリシー

緩
や
か
な
専
門
化
を
経
て
、
研
究
の
最
前
線
へ

4回生
（応用科目）

３回生
（発展科目）

２回生
（基礎科目）

課題研究
数学・数理科学の
最前線Ⅰ･Ⅱ

代数学Ⅰ・Ⅱ　
幾何学Ⅰ・Ⅱ　
解析学Ⅰ・Ⅱ　
函数解析学　
微分方程式論　
複素函数論　

代数学演義Ⅰ・Ⅱ
幾何学演義Ⅰ・Ⅱ
解析学演義Ⅰ・Ⅱ
数値解析
計算機科学
非線型解析

課題演習（A, B, C）
物性物理学
素粒子物理学
原子核物理学
宇宙物理学

化学実験A・B
物理化学ⅢA・ⅢB
無機化学ⅡA・ⅡB
物性化学Ⅰ・Ⅱ
有機化学Ⅱ・Ⅲ
生物化学Ⅱ・Ⅲ
量子化学Ⅱ　分析化学Ⅱ

生物学実習
生物学セミナー
ミクロ生物学系専門科目
マクロ生物学系専門科目

課題 演習（D, E）
地球 電磁気学、気象・気候・
海洋 物理学、固体地球物理学、
地球 惑星史基礎論、地球惑星
物質 科学基礎論、地質科学表
層プ ロセス基礎論、地質科学
内部 プロセス基礎論

数理科学系　　　線形代数学続論　微分積分学続論Ⅰ・Ⅱ　関数論　非線型解析入門　代数学入門　幾何学入門　集合と位相　各種演習
物理科学系　　　解析力学　電磁気学　量子力学　統計力学　物理数学
地球惑星科学系　地球物理学概論　地球連続体力学　地 質科学概論Ⅰ・Ⅱ　グローバルテクトニクス
化学系 物理化学Ⅰ・Ⅱ　無機化学Ⅰ　有機化 学ⅠA・ⅠB　生物化学Ⅰ　量子化学Ⅰ　分析化学Ⅰ　入門化学実験
生物科学系　　　ミクロ生物学系専門科目、マクロ生物 学系専門科目、個体の基礎生物学実験　細胞と分子の基礎生物学実験

全学共通科目
人文・社会科学科目群
自然科学科目群

外国語科目群
少人数教育科目群
情報学科目群、健康・スポーツ科目群、キャリア形成科目 群、統合科学科目群

専門基礎科目（微分積分学　線形代数学　物理学基礎論A・B　物理学実験　基礎地球科学　地球科学実験　基礎物理化学　基礎有機化学Ⅰ　　
基礎化学実験　生物学のフロンティア　　生物・生命科学入門　個体と集団の基礎生物学　細胞と分子の基礎生物学　生物学実習）

数理科学系

課題研究（P, Q, S）

物理科学系

課 題研究（T）

地球惑星科学系

課題研究

化　学　系

課題研究

生物科学系

DP1:
理学の基礎体系を修得する

DP2:
理学における個々の知識を
総合化し、自ら考え、新しい
知を吸収し創造的に展開す
る姿勢を備えている

DP 3: 
日常的な科学・技術の諸課
題について、理学の知識を
用いて科学的な解決方法を
構想できる

DP4:
理学の意義と重要性を理解
し、その発展に寄与するこ
とを目指した行動ができる

DP5:
理学に関する課題に取り組
むための幅広い視野と教養
を身につけ、異なる文化・
分野の人々ともコミュニ
ケーションできる

１回生
（導入科目）

緩やか な専門化

系　登　録

4
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京都大学理学部理学科　数理科学系
１回生（導入） ２回生（基礎） ３回生（発展） ４回生（応用）

代数学入門
代数学入門演習 代数学

幾何学

解析学

応用数学

保険数学

代数学演義Ⅰ・Ⅱ
代数幾何学
整数論
代数学特論Ⅰ・Ⅱ

集合と位相

集合と位相演習

確率論基礎
数理統計
数値計算の基礎
対称性の数理
非線型数学
非線型数学セミナー
現代の数学と数理解析
Honors Mathematics A・B
情報基礎演習［理学部］
情報基礎［理学部］

専門基礎科目

微分積分学（講義・演義）A・B
線形代数学（講義・演義）A・B
現代数学の基礎A・B
微分積分学続論Ⅰ・Ⅱ
線形代数学続論
関数論

数

理

科

学

課

題

研

究

数
学
・
数
理
科
学
の
最
前
線
Ⅰ
・
Ⅱ

幾何学入門
幾何学入門演習

解析学入門演習

非線型解析入門

幾何学演義Ⅰ・Ⅱ
位相幾何学
微分幾何学
幾何学特論Ⅰ・Ⅱ

解析学演義Ⅰ・Ⅱ
確率論
函数解析続論
偏微分方程式
解析学特論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

非線型解析
数値解析
計算機科学

数理科学特論
計算機科学特論

保険数学Ⅰ・Ⅱ
年金制度設計論
数理ファイナンス
保険数学演習Ⅰ・Ⅱ

代数学Ⅰ・Ⅱ

幾何学Ⅰ・Ⅱ

解析学Ⅰ・Ⅱ

複素函数論

微分方程式 論

函数解析学

コアコース 科目

4
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京都大学理学部理学科　物理科学系
１回生（導入） ２回生（基礎） ３回生（発展） ４回生（応用）

物理学基礎論Ａ 力学続論

物理学基礎論Ｂ

熱力学

物理学実験

解析力学１ 解析力学２

天文学概論 観測天文学

電磁気学続論 電磁気学Ａ

振動・波動論 量子力学Ａ

統計力学Ａ

物理学情報処理論１

物理のための数学１

現代物理学実験

物理のための数学２ 物理数学演習
電磁気学演習１

量子力学演習２
統計力学演習２

基礎宇宙物理学Ⅰ
基礎宇宙物理学Ⅱ

連続体力学

電磁気学Ｂ 電磁気学Ｃ

量子力学Ｂ 量子力学特論１ 量子力学特論２

統計力学特論

物理数学特論２

量子力学Ｃ

統計力学Ｂ 統計力学Ｃ

課題演習：A，B，C

物理数学特論１

電磁気学演習２
量子力学演習１
統計力学演習１

物理の英語

固体物理学基礎 1

エレクトロニクス
物理学情報処理論2
物理実験学１

太陽物理学
惑星物理学
恒星物理学

現代物理学低温科学A やわらかな物理学

現代の素粒子像

宇宙科学入門 固体物理学基礎 2

物理実験学２

課題演習：A，B，C

物性物理学１ａ（磁性と超伝導概論）・１ｂ（超流動・超伝導）
物性物理学２ａ（ソフトマター）・２ｂ（プラズマ・界面）
物性物理学３ａ（量子光学）・３ｂ（半導体・光物性）

銀河・星間物理学 
観測的宇宙論

原子核物理学１・２ 
素粒子物理学１・２ 
重力，重力特論 
宇宙物理入門

専門基礎科目  および専門科目
基幹的科目

課題研究：　
物性科学（Q）, 素粒子・原子核・宇宙科学（P）, 宇宙科学（S）

一般教養科目，外国語科目

 宇宙物理学（宇物）

 専門的科目

4
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電磁気系

大気海洋系

固体地球系

京都大学理学部理学科　地球惑星科学系
１回生（導入） ２回生（基礎） ３回生（発 展） ４回生（応用）

地惑系入門科目

地物系概論科目

外国語（英語　他） 外国語（英語　他）

数学系基礎（確率統計　数値解析　物理数学　他）

物理系基礎（解析力学　統計力学　量子力学　他）

化学系基礎

生物系基礎

数学系基礎
（微分積分　線形代数
情報処理　他）

物理系基礎
（力学　熱力学　電磁気
学　他）

基礎地球科学A・B（全）
地球の物理（全）
地球の誕生と進化（全）
地球科学実験（全）

地球物理学概論Ⅰ・Ⅱ

地物系基 礎科目Ⅲ 地
球
惑
星
科
学
課
題
演
習

電離気体 電磁力学

地球流体 力学

弾性体力 学

地球物性 物理学 *
DA
・
DB

地物系専門科目Ⅰ 地
球
惑
星
科
学
課
題
演
習

地球電磁気学

物理気候学 *
気象学Ⅰ
海洋物理学Ⅰ

固体地球物理学A・B DC
・
DD

地物系専門科目Ⅱ 地
球
惑
星
科
学
課
題
研
究

太陽地球系物理学

地鉱系専門科目Ⅱ
地球テクトニクスⅡ
地球テクトニクス実習Ⅱ

変成岩岩石学

鉱物学特論・鉱物学実習

堆積学・古生物学Ⅱ・
古生物学実験

理論テクトニクス

気象学Ⅱ
海洋物理学Ⅱ
陸水学

測地学　活構造学
地震学　地球熱学
火山物理学

T01
~
T03

地
球
惑
星
科
学
課
題
研
究
T11
~
T16

地物系基礎科目Ⅰ
地球連続体力学・地球連続体力学からの展開

地物・地鉱横断科目
グローバルテクトニクス（地物・地鉱）
探究型地球科学課題演習（全）

太陽系と地球の化学
フィールド地球科学（全）

地鉱系概論科目

地鉱系基礎科目Ⅰ
太陽系と地球の物質（全）
生物圏進化史
基礎地質科学実習

地鉱系基礎科目Ⅱ
地質科学概論Ⅰ・Ⅱ

*：3回生 前期開講

*：前期開講*：後期開 講地物系基礎科目Ⅱ
計算地球物理学・同演習
観測地球物理学・同演習
地球物理学のためのデータ解析法 *

地球惑星 科学課題演習・野外調査実習
課題演習 Ｅ１
地質調査・分析法Ⅰ
地質科学 野外巡検ⅠＡ

地鉱系基 礎科目Ⅲ
地球惑星史 基礎論

地球惑星物 質科学基礎論

地質科学表 層プロセス基礎論

地質科学内 部プロセス基礎論

地鉱系専門科目Ⅰ
地球テクトニクスⅠ
岩石学
鉱物学
古生物学Ⅰ
構造地質学
宇宙地球化学

地球テクトニクス実習Ⅰ
岩石学実験
鉱物科学実験
地層学実験
地史学実験
宇宙地球化学実習

課題演習Ｅ２
地質調査・分析法Ⅱ
地質科学野外巡検ⅠB
地質科学野外巡検Ⅱ
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京都大学理学部理学科　化学系
１回生（導入） ２回生（基礎） ３回生（発展） ４回生（応用）

化学実験Ａ

物理化学ⅢＡ

化学数学

物理化学Ⅳ

無機化学ⅡＡ

物性化学Ⅰ

化学実験法Ⅰ

分析化学Ⅱ

無機化学Ⅲ

理論化学入門Ⅰ

  物理化学Ⅰ
（量子化学）

無機化学Ⅰ

分析化学Ⅰ

物理化学演習Ａ

入門化学実験

基礎物理化学（量子論）

化学のフロンティアⅠ・Ⅱ

化
学
課
題
研
究

物理化学ⅢＢ

量子化学Ⅰ

物理化学Ⅱ

無機化学ⅡＢ

物性化学Ⅱ

無機・物性化学演習

（クラス指定）

量子化学Ⅱ

化学統計力学

基礎化学実験 化学実験Ｂ

化学実験法Ⅱ

（クラス指定）

物理化学演習B 物理化学演習C

理論化学入門Ⅱ

基礎有機化学Ⅱ

（1~17）

Introduction to Surface Chemistry

Thermodynamics in Everyday Life

一般教養科目（一般教養、外国語）

基礎有機化学Ⅰ

生物化学Ⅰ 生物化学Ⅱ 生物化学Ⅳ

生物化学演習

計算機化学演習

有機化学Ⅱ 有機化学Ⅳ有機化学Ⅲ

生物化学Ⅲ

有機化学ⅠＡ
（クラス指定） 有機化学演習

（クラス指定）

基礎物理化学（熱力学）

有機化学ⅠB

4
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京都大学理学部理学科　生物科学系
１回生（導入） ２回生（基礎） ３回生（発 展） ４回生（応用）

分子細胞生物学
細胞分子構造生物学
分子情報学
ゲノム情報発現学
細胞シグナル伝達の分子生物学
神経生物学
動物発生と環境適応
遺伝分子生物学
多細胞動物を形づくる細胞動態
理論生物物理学

生物物理学教室

植物系統分類学
植物生理機能学
時間生物学
植物分子遺伝学
植物分子細胞生物学

植物学教室

動物系統学
動物生態学
自然人類学
霊長類行動生態学
動物行動学
免疫生物学
動物の発生と進化
環境と遺伝子の分子生物学

動物学教室
分子 情報学、バイオインフォマティクス
発生 生物学Ⅰ・Ⅱ、神経生物学
分子 遺伝学Ⅱ、植物生理学
植物 分子生理学、植物分子生物学
遺伝 情報維持機構論
植物 分子遺伝学Ⅰ・Ⅱ
細胞 内情報発信学
生体 分子機能科学
免疫 生物学、分子生物物理学
ゲノ ム科学

専 門科目（ミクロ生物学系）

生物系専門基礎科目
（生物学のフロンティア
生物・生命科学入門
個体と集団の基礎生物学
細胞と分子の基礎生物学

など）
／全学共通科目

生
物
学
実
習
Ａ
〜
Ｅ
／
生
物
学
セ
ミ
ナ
ー
Ａ・
Ｂ

生
物
科
学
課
題
研
究

植物 系統分類学Ⅱ、動物系統分類学
人類 学第１・２部、生物間相互作用
生態 学Ⅰ・Ⅱ、陸水生態学
環境 生態学、動物行動学
数理 生物学、保全生物学

興味 に応じて、化学、物理学、数学、
地学 の専門科目

興味に応じて、化学、
物理学、数学、地学の
専門科目

専 門科目（マクロ生物学系）

生物系専門基礎科目
全学共通科目

個
体
の
基
礎
生
物
学
実
験
／
細
胞
と
分
子
の
基
礎
生
物
学
実
験

専門科目
（ミクロ生物学系）
分子生物学Ⅰ・Ⅱ
分子遺伝学Ⅰ
細胞生物学
構造生物学
生体分子科学
基礎発生再生生物学

専門科目
（マクロ生物学系）
植物系統分類学Ⅰ
海洋生物学
無脊椎動物学

春期集中実習／夏期 集中実習
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【臨床実習】

１

【臨床実習】入門コース

DP1:

独創的な発想と
新しい課題への

挑戦

DP4:

生涯学習

DP6:

患者の視点

DP8:

コミュニケーション

医 師 国 家 試 験

DP2:

グローバルな
活躍

DP3:

豊かな知識と技能

DP5:

医師としての
使命感

DP7:

多職種での協働

【マイコース･プログラム】

【レベル教科】コア・ベーシック
肉眼解剖学

発生学

生化学

【システム教科】

血液病学

循環器病学・

心臓血管外科学

糖尿病･内分泌･

栄養内科学

呼吸器病学

消化器病学

泌尿器科学・

腎臓病学

臨床神経学（神経

内科学・脳神経外

科学）・加齢医学

臨床検査医学・

感染症学

免疫病学 整形外科学・

リハビリテーショ

ン医学

耳鼻咽喉科・

頭頸部外科学・

口腔顎顔面外科学

眼科学

産科学・婦人科

学・女性腫瘍学

皮膚科学・

形成外科学

小児科学

精神医学

麻酔・集中治療・

救急医学

画像診断・

臨床腫瘍学

応

用

発

展

基

礎

導

入

2

4

3

5

【レベル教科】導入科

目医療情報リテラシー

早期体験実習Ⅰ

早期体験実習Ⅱ

選択必修科目

必修科目

臨床実習開始前 共用試験（CBT，OSCE）

医学・医療の分野で指導的な役割を果たす

医師 ・教育者
世界に誇る独創的な学術研究を推進する

医学研究者

6

全科臨床実習 イレクティブ実習

医学部医学科 学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）

遺伝医学・

医の倫理 医療情報学

生化学実習

組織学

組織学実習

生理学

生理学実習

神経科学

神経解剖学実習

微生物学

微生物学実習

免疫学

病理学総論

病理学各論

薬理学

薬理学実習

法医学

法医学実習

社会・環境・予防医学

【全学共通科目】

【レベル教科】アドバンスト・ベーシック

Introduction to 

Biochemistry

臨床コミュニケーション

英語

ドイツ語Ⅰ

フランス語Ⅰ

E科目

医学概論

医学概論

統計入門

細胞と分子の

基礎生物学

分子遺伝学

物理学基礎論Ａ・Ｂ

基礎有機化学Ⅰ・Ⅱ

医学部 医学科 コースツリー（令和元年度以降入学者）
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医学部　医学科　コースツリー（平成28・29・30年度入学者）

【臨床実習】

１

【臨床実習】入門コース

DP1:

独創的な発想と
新しい課題への

挑戦

DP4:

生涯学習

DP6:

患者の視点

DP8:

コミュニケーション

医 師 国 家 試 験

DP2:

グローバルな
活躍

DP3:

豊かな知識と技能

DP5:

医師としての
使命感

DP7:

多職種での協働

【マイコース･プログラム】

医学概論

統計入門

【レベル教科】コア・ベーシック
肉眼解剖学

発生学

生化学

【システム教科】

血液病学

循環器病学・

心臓血管外科学

糖尿病･内分泌･

栄養内科学

呼吸器病学

消化器病学

泌尿器科学・

腎臓病学

臨床神経学（神経

内科学・脳神経外

科学）・加齢医学

臨床検査医学・

感染症学

免疫病学 整形外科学・

リハビリテーショ

ン医学

耳鼻咽喉科・

頭頸部外科学・

口腔顎顔面外科学

眼科学

産科学・婦人科

学・女性腫瘍学

皮膚科学・

形成外科学

小児科学

精神医学

麻酔・集中治療・

救急医学

画像診断・

臨床腫瘍学

応

用

発

展

基

礎

導

入

2

4

3

5

【レベル教科】導入科

目医療情報リテラシー

早期体験実習Ⅰ

早期体験実習Ⅱ
物理学基礎論Ａ・Ｂ

基礎有機化学Ⅰ

細胞と分子の

基礎生物学

分子遺伝学

基礎化学実験

物理学実験

生物学実習

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

選択必修科目

必修科目

臨床実習開始前 共用試験（CBT，OSCE）

医学・医療の分野で指導的な役割を果たす

医師 ・教育者
世界に誇る独創的な学術研究を推進する

医学研究者

6

全科臨床実習 イレクティブ実習

医学部医学科 学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）

遺伝医学・

医の倫理 医療情報学

生化学実習

組織学

組織学実習

生理学

生理学実習

神経科学

神経解剖学実習

微生物学

微生物学実習

免疫学

病理学総論

病理学各論

薬理学

薬理学実習

法医学

法医学実習

社会・環境・予防医学

【全学共通科目】

【レベル教科】アドバンスト・ベーシック

Introduction to 

Biochemistry

臨床コミュニケーション

Introduction to Molecular

Biotechnology

Principles of Genetics

英語

ドイツ語Ⅰ

フランス語Ⅰ

E科目

医学概論

統計入門

物理学基礎論Ａ・Ｂ

基礎有機化学Ⅰ・Ⅱ

細胞と分子の

基礎生物学

分子遺伝学

基礎化学実験

物理学実験

生物学実習

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

平成28・29年度入学者平成30年度以降入学者
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医学部　医学科　コースツリー（平成27年度以前入学者）

【臨床実習】

１

【臨床実習】入門コース

DP1:

独創的な発想と
新しい課題への

挑戦

DP4:

生涯学習

DP6:

患者の視点

DP8:

コミュニケーション

医 師 国 家 試 験

【全学共通科目】

DP2:

グローバルな
活躍

DP3:

豊かな知識と技能

DP5:

医師としての
使命感

DP7:

多職種での協働

【マイコース･プログラム】

医学概論

数理統計

Introduction to 

Biochemistry
科学英語(医学）

【レベル教科】コア・ベーシック
組織学･組織学実習

肉眼解剖学講義実習

発生学

生理学・生理学実習

実験動物学 神経科学

分子細胞生物学・

分子細胞生物学実習
脳実習

【レベル教科】アドバンスト・ベーシック

免疫学

微生物学講義･

微生物学実習

寄生虫学

病理学総論

病理学各論・実習

法医学・

法医学実習

薬理学・

薬理学実習

放射線生物学・

放射線生物学実習

遺伝医学

薬物動態学・毒性学

医療情報学

社会･環境･予防医学

【システム教科】

血液病学

診断治療学入門

循環器病学・

心臓血管外科学

糖尿病･内分泌･

栄養内科学

呼吸器病学

消化器病学

泌尿器科学・

腎臓病学

臨床神経学

特殊感染病学

免疫病学

整形外科学

耳鼻咽喉科･

頭頸部外科学

眼科学

婦人科学･産科学

皮膚科学

小児科学

加齢医学

精神医学

麻酔科学・

集中治療医学

救急医学

臨床腫瘍学

画像診断学

口腔外科学

形成外科学

医の倫理

臨床検査医学

リハビリテーション

医学

医療安全学

応

用

発

展

基

礎

導

入

2

4

3

5

【レベル教科】導入科目

医療情報リテラシー

早期体験実習Ⅰ

早期体験実習Ⅱ

Introduction to Molecular

Biotechnology

Principles of Genetics

英語Ⅰ・Ⅱ

ドイツ語Ⅰ

フランス語Ⅰ

数学基礎Ⅰ・Ⅱ

物理学基礎論

基礎有機化学

基礎生物学Ⅰ・Ⅱ

生化学入門101,102

基礎化学実験

物理学実験

生物学実習

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

選択必修科目必修科目

臨床実習開始前 共用試験（CBT，OSCE）

医学・医療の分野で指導的な役割を果たす

医師 ・教育者
世界に誇る独創的な学術研究を推進する

医学研究者

6

全科臨床実習 イレクティブ実習

医学部医学科 学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）
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薬科学科コースツリー（2018年度以降入学者）

情報基礎

情報基礎演習

基礎ﾊﾞｲｵ
ｲﾝﾌｫﾏﾃｨｸｽ科学ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

の基礎と実践A
科学ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
の基礎と実践B

薬学研究
ＳＧＤ演習

基礎創薬研究*

基礎臨床研究*

専門研究導入A,B

医薬品開発
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習１*

医薬品開発
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習２ *

基礎物理化学

物理化学Ｉ

物理化学ＩＩ

物理化学ＩＩＩ

分析化学Ｉ 分析化学ＩＩ

「薬の世界」
入門

分析化学ＩＩＩ

基礎科学演習 創薬物理化学演習

分析化学IV

物理化学IV

薬
学
専
門

実
習
Ｉ

基礎有機化学Ｉ 有機化学Ｉ基礎有機化学ＩＩ 有機化学ＩＩ 有機化学ＩＩＩ 有機化学IV

医薬品化学

基礎化学実験

薬用植物学

創薬有機化学演習

天然物薬学ＩＩＩ

薬
学
専
門

実
習
Ⅱ

健康・生命科学
入門

生物化学Ｉ 生物化学ＩＩ 生物化学ＩＩＩ 生物化学IV 生物化学Ｖ

生物化学ＶＩ

衛生薬学Ｉ 衛生薬学ＩＩ

感染防御学ＩＩ感染防御学Ｉ

生理学Ｉ 生理学ＩＩ 生理学ＩＩＩ

薬理学Ｉ 薬理学ＩＩ 薬理学ＩＩＩ 薬物治療学

薬剤学Ｉ 薬剤学ＩＩ ﾌｧｰﾏｺﾒﾄﾘｸｽ論*

ﾊﾞｲｵ医薬製剤論*

薬局方・
薬事関連法規

多職種連携
医療体験実習

医療社会学

早期専門研究体験*
（通年）

地域医療薬学

臨床疾病論Ａ* 臨床疾病論Ｂ*

臨床疾病論Ｃ*臨床疾病論Ｄ*

臨床疾病論Ｇ*

薬
学
専
門

実
習
Ⅲ

薬
学
専
門

実
習
Ⅳ

臨床疾病論Ｅ*

臨床疾病論Ｆ*

特別実習

１回生 ２回生 ３回生 ４回生

２回生指定以降の科目は、２～４回生のどの学年で受講してもよい。但し、受講の
前提となる科目が指定されている場合、その単位取得が必要である。（シラバス参照）

学科振分・

分野配属

大学院

入試
卒業判定

大
学
院
進
学
（博
士
前
期→

博
士
後
期
課
程
）、
就
職
な
ど

広
範
な
教
養
と
豊
か
な
人
間
性
、
社
会
性
、
倫
理
観
に
基
づ
い
て
主
体
的
に
行
動
で
き
る

習
得
し
た
専
門
知
識
と
技
術
を
総
合
化
し
、
主
体
的
に
考
え
、
情
報
収
集
し
、
創
薬
研
究
者
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
必
要
な
問
題
発
見
お
よ
び
問
題
解
決
の
基
礎
的
能
力
を
修
得
し
て
い
る

薬
科
学
を
構
成
す
る
創
薬
化
学
、
生
命
薬
科
学
、
医
療
薬
科
学
に
関
す
る
専
門
知
識
と
技
術
を
習
得

し
て
い
る

全

学

共

通

教

育

グ
ロ
ー
バ
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
身
に
つ
け
、
将
来
、
薬
科
学
領
域
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
基
盤
を
備
え
て
い
る

特

別

実

習

（

卒

業

研

究

）

薬 学 科 カ リ キ ュ ラ ム と 共 通 （ ３ 回 生 後 期 ま で ）

情
報
・語
学
・

演
習
・実
習

物
理
系
科
目

化
学
系
科
目

生
物
系
科
目

医
療
系
科
目

天然物薬学Ｉ 天然物薬学ＩＩ

全学共通科目

凡例：

薬学部専門科目

他学部開講科目

必修科目

演習系科目

実習系科目

履修するために
前提となる科目

理解するために
関連する科目

* １単位科目
(開講期間要注意）

5
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薬学科コースツリー（2018年度以降入学者）

情
報
・語
学
・

演
習
・実
習

物
理
系
科
目

化
学
系
科
目

生
物
系
科
目

医
療
系
科
目

１回生 ２回生 ３回生 ４回生

２回生指定以降の科目は、２～６回生のどの学年で受講してもよい。但し、受講の
前提となる科目が指定されている場合、その単位取得が必要である。（シラバス参照）

学科振分・

分野配属

大学院

入試

卒業判定・

薬剤師国試

大
学
院
進
学
（博
士
課
程
）、
就
職
な
ど

共用試験

臨床薬学総論

特別実習

医療薬学ワークショップ

医療薬学実験技術

学術情報論

薬
局
実
務
実
習

病
院
実
務
実
習

医
療
実
務
事
前
学
習

特

別

実

習

（

卒

業

研

究

）

薬 科 学 科 カ リ キ ュ ラ ム と 共 通 （ ３ 回 生 後 期 ま で ）

グ
ロ
ー
バ
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
身
に
つ
け
、
将
来
、
医
療
薬
学
研
究
者
、
薬
剤
師
・
医
療

従
事
者
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
基
盤
を
備
え
て
い
る

習
得
し
た
専
門
知
識
・
技
能
・
態
度
を
総
合
化
し
、
医
療
薬
学
研
究
者
、
先
端
医
療
を
担

う
薬
剤
師
・
医
療
従
事
者
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
必
要
な
問
題
発
見
お
よ
び
問
題
解
決
の
基

礎
的
能
力
を
修
得
し
て
い
る

医
療
薬
学
研
究
者
、
薬
剤
師
・
医
療
従
事
者
と
し
て
必
要
な
創
薬
化
学
、
生
命
薬
科
学
、
医
療
薬

科
学
に
関
す
る
専
門
知
識
・
技
能
・
態
度
を
習
得
し
、
世
界
水
準
の
医
療
薬
学
研
究
、
医
療
を
実

施
す
る
素
地
が
で
き
て
い
る

広
範
な
教
養
と
医
療
人
と
し
て
相
応
し
い
人
間
性
、
社
会
性
、
倫
理
観
に
基
づ
い
て
主
体

的
に
行
動
が
で
き
る

５回生 ６回生

全学共通科目

凡例：

薬学部専門科目

他学部開講科目

必修科目

演習系科目

実習系科目

履修するために
前提となる科目

理解するために
関連する科目

* １単位科目
(開講期間要注意）

情報基礎

情報基礎演習

基礎ﾊﾞｲｵ
ｲﾝﾌｫﾏﾃｨｸｽ科学ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

の基礎と実践A
科学ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
の基礎と実践B

薬学研究
ＳＧＤ演習

基礎創薬研究*

基礎臨床研究*

専門研究導入A,B

医薬品開発
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習１*

医薬品開発
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習２ *

基礎物理化学

物理化学Ｉ

物理化学ＩＩ

物理化学ＩＩＩ

分析化学Ｉ 分析化学ＩＩ

「薬の世界」
入門

分析化学ＩＩＩ

基礎科学演習 創薬物理化学演習

分析化学IV

物理化学IV

薬
学
専
門

実
習
Ｉ

基礎有機化学Ｉ 有機化学Ｉ基礎有機化学ＩＩ 有機化学ＩＩ 有機化学ＩＩＩ 有機化学IV

医薬品化学

基礎化学実験

薬用植物学

創薬有機化学演習

天然物薬学ＩＩＩ

薬
学
専
門

実
習
Ⅱ

健康・生命科学
入門

生物化学Ｉ 生物化学ＩＩ 生物化学ＩＩＩ 生物化学IV 生物化学Ｖ

生物化学ＶＩ

衛生薬学Ｉ 衛生薬学ＩＩ

感染防御学ＩＩ感染防御学Ｉ

生理学Ｉ 生理学ＩＩ 生理学ＩＩＩ

薬理学Ｉ 薬理学ＩＩ 薬理学ＩＩＩ 薬物治療学

薬剤学Ｉ 薬剤学ＩＩ ﾌｧｰﾏｺﾒﾄﾘｸｽ論*

ﾊﾞｲｵ医薬製剤論*

薬局方・
薬事関連法規

多職種連携
医療体験実習

医療社会学

早期専門研究体験*
（通年）

地域医療薬学

臨床疾病論Ａ* 臨床疾病論Ｂ*

臨床疾病論Ｃ*臨床疾病論Ｄ*

臨床疾病論Ｇ*

薬
学
専
門

実
習
Ⅲ

薬
学
専
門

実
習
Ⅳ

臨床疾病論Ｅ*

臨床疾病論Ｆ*

全

学

共

通

教

育

天然物薬学Ｉ 天然物薬学ＩＩ

5
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第三・第四学年
第一学年

前期 後期 前期 後期
第二学年

地球工学科コースツリー
全学共通・専門基礎

全学共通科目（特に選択履修を要望する科目）

物理学実験

情報基礎演習（工学部）

基礎物理化学要論

基礎化学実験

基礎有機化学Ⅰ

熱力学

自然現象と数学

基礎地球科学Ａ

図学Ａ

科学英語（地球）

全ての専門科目

基礎環境工学II
水質学

環境工学実験１
大気・地球環境工学

環境装置工学
放射線衛生工学

物理化学
環境工学解析演習

微分積分学Ａ

線形代数学Ｂ

情報基礎（工学部）

全ての科目

地球工学総論

環境衛生学

地球工学基礎数理

線形代数学続論

一般力学

振動・波動論

無機化学入門Ａ

線形代数学Ａ

確率統計解析及び演習

力学続論

資源エネルギー論

工業数学Ｂ２

地質工学
資源工学基礎実験

物理化学

構造力学II及び演習
コンクリート工学

弾性体の力学解析
材料学

波動・振動学

全ての専門科目

水理水工学
水文学基礎
海岸工学
流体力学

連続体力学

土質力学II及び演習
土質実験及び演習

岩盤工学
弾性体の力学解析

連続体力学

都市地域計画
社会システム計画論

公共経済学
測量学及び実習

基礎環境工学I

工業数学ＢI

地質工学入門

資源工学入門

構造力学I及び演習

水理学及び演習

土質力学I及び演習

計画システム分析
及び演習

環境生物・化学

無機化学入門Ｂ

物理学基礎論Ａ

微分積分学続論Ⅱ

情報処理及び演習

微分積分学Ｂ

物理学基礎論Ｂ

微分積分学続論Ⅰ

専門科目（必修科目／特に選択履修を要望する科目） 専門科目（履修を勧める科目）

全学共通科目（履修を勧める科目）

地球工学の基礎となる自然科学の知識を十分に身につけるととも
に，地球工学の基本原理や関連する科学技術を総合的に理解しう
る基礎学力を有する人材を育成する。

（令和3年度）

社会基盤デザインI

ディプロマポリシーとの関連の詳細は，
各コースのコースツリーを参照のこと．
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後期
第四学年

第一・第二学年
第三学年

前期 後期 前期

地球⼯学科コースツリー
専⾨科⽬（⼟⽊⼯学コース）

資源エネルギー論
基礎環境⼯学I

環境衛⽣学
環境・⽣物化学

化学系科⽬

構造⼒学I及び演
習

⽔理学及び演習

⼟質⼒学I及び演
習

計画システム分析
及び演習

連続体の⼒学

材料学

構造⼒学Ⅱ及び演習

波動・振動学

⼯業数学B2

⽔理⽔⼯学

⽔⽂学基礎

⼟質実験及び演習

⼟質⼒学Ⅱ及び演習

社会システム計画論

公共経済学

基礎環境⼯学Ⅱ

⼒学系科⽬の全て

コンクリート⼯学

構造実験・解析演習

耐震・耐⾵・設計論

全ての科⽬

河川⼯学

⽔理実験

⽔資源⼯学

地盤環境⼯学

岩盤⼯学

都市・地域計画

都市景観デザイン

交通マネジメント⼯学

空間情報学

学外実習

上⽔道⼯学/下⽔道⼯学

社会基盤デザインⅡ

材料実験

地球⼯学
デザインA

社会防災⼯学

⼯学倫理

建築⼯学概論

測量学及び実習

全学共通科目

物理系科⽬

数学系科⽬

（R3年度）

専門科目（必修科目／特に選択履修を要望する科目） 専門科目（履修を勧める科目）

特別研究

⼤気・地球環境⼯学
⽔質学

International Internship

海岸⼯学

教育目標
（ディプロマポリシー）

責任感と
倫理性

豊かな人
間性と世界
的視野

基盤的専
門知識と
論理的思
考能力

実践力（知
識を総合し
解決方法
を発見）

コミュニ
ケーション

能力

「
住
み
や
す
く
て
豊
か
な
都
市
と
地
域
」
、「
安
全
に
暮
ら
せ
る
国
土
」
を
築

く
た
め
の
土
木
工
学
の
専
門
知
識
を
有
し
、
社
会
に
貢
献
す
る
た
め
の
科

学
技
術
の
発
展
を
先
導
で
き
る
人
材

人文社会科目・外国語科目

社会基盤デザインI

教育目標と科目とを結ぶ矢印は主たる科目との対応
を示しており、必ずしも教育目標の達成を担う科目が
矢印で示した科目に限定されるわけではない。
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後期
第四学年

1st & 2nd year
第三学年

前期 後期 前期

地球工学科コースツリー
専門科目（Kyoto iUP 土木工学コース）

資源エネルギー論
基礎環境工学I

環境衛生学
環境・生物化学

Chemistry‐related 
subjects

Structural 
Mechanics I and 

Exercises

Hydraulics and 
Exercises

Soil Mechanics I and 
Exercises

Systems Analysis 
and Exercises for 
Planning and 
Management

連続体の力学

材料学

構造力学Ⅱ及び演習

波動・振動学

工業数学B2

水理水工学

水文学基礎

土質実験及び演習

土質力学Ⅱ及び演習

社会システム計画論

公共経済学

基礎環境工学Ⅱ

力学系科目の全て

コンクリート工学

構造実験・解析演習

耐震・耐風・設計論

全ての科目

河川工学

水理実験

水資源工学

地盤環境工学

岩盤工学

都市・地域計画

都市景観デザイン

交通マネジメント工学

空間情報学

学外実習

上水道工学/下水道工学

社会基盤デザインⅡ

材料実験

地球工学
デザインA

社会防災工学

工学倫理

建築工学概論

測量学及び実習

全学共通科目

Physics‐related 
subjects

Mathematics‐
related subjects

（R3年度）

専門科目（必修科目／特に選択履修を要望する科目） 専門科目（履修を勧める科目）

特別研究

大気・地球環境工学
水質学

International Internship

海岸工学

教育目標
（ディプロマポリシー）

責任感と
倫理性

豊かな人
間性と世界

的視野

基盤的専
門知識と
論理的思
考能力

実践力（知
識を総合し
解決方法
を発見）

コミュニ
ケーション

能力

「
住
み
や
す
く
て
豊
か
な
都
市
と
地
域
」
、「
安
全
に
暮
ら
せ
る
国
土
」
を
築

く
た
め
の
土
木
工
学
の
専
門
知
識
を
有
し
、
社
会
に
貢
献
す
る
た
め
の
科

学
技
術
の
発
展
を
先
導
で
き
る
人
材

人文社会科目・外国語科目

Design for 
Infrastructure I

教育目標と科目とを結ぶ矢印は主たる科目との対応
を示しており、必ずしも教育目標の達成を担う科目が
矢印で示した科目に限定されるわけではない。
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地球工学科コースツリー

専門科目（Kyoto iUP資源工学コース） (2021年度)

資源エネルギー論 物理探査学 先端資源エネルギー工学 地殻海洋資源論

資源工学入門 資源情報解析学

A 地質工学 資源工学フィールド実習

B 工業数学B2 数値計算法及び演習 地球工学デザインB

波動工学

工業計測

C 資源工学基礎実験 資源工学材料実験

弾性体の力学解析 材料と塑性

D 構造力学II 及び演習 岩盤工学 貯留層工学

土質力学II 及び演習

固体の力学物性と破壊

E 流体力学 熱流体工学

物理化学 分離工学

基礎環境工学 I 基礎環境工学 II

測量学及び実習 空間情報学 工学倫理

 専門科目（必修科目／特に選択履修を要望する科目） 専門科目（履修を勧める科目）

第一・第二学年
第三学年 第四学年

前期 後期 前期 後期
教育目標

（ディプロマポリシー）

責任感と
倫理性

豊かな人間性
と世界的視野

基盤的専門知
識と論理的思

考能力

実践力（知識
を総合し解決
方法を発見）

コミュニケー
ション能力

地
球
工
学
に
関
す
る
学
力
を
基
礎
と
し
て
、「
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
基
礎
と

し
た
持
続
的
文
明
」
を
築
く
た
め
の
資
源
工
学
の
専
門
知
識
を
有
し
、
社
会

に
貢
献
す
る
た
め
の
科
学
技
術
の
発
展
を
先
導
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
。

人文社会科目
外国語科目

教育目標と科目とを結ぶ矢印は主たる科目との対応を示しており、必ずしも教育目標の達成を担う科目が矢印で示した科目に限定されるわけではない。

特別研究

6
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Kyoto iUP環境工学コースツリー

専門科目

基礎環境工学Ⅰ

環境衛生学

Hydraulics and 
Exercises

Systems Analysis 
and Exercises for 
Planning and 
Management

Introduction to 
Biochemistry‐E2

環境生物・化学

Introduction to 
Inorganic Chemistry 

B‐E2

基礎環境工学Ⅱ

水質学

水文学基礎

物理化学

環境工学実験１

大気•地球環境工学

放射線衛生工学

環境装置工学

公共経済学

測量学及び実習

上水道工学

下水道工学

水資源工学

環境工学実験２

分離工学

廃棄物工学

都市・地域計画

空間情報学

学外実習

地球工学デザインC

工学倫理

(2021年度)

地球工学に関する基礎学力を基礎として、「環境に配慮した地球
社会を築くための環境工学の専門知識を有し、社会に貢献する
ための科学技術の発展を先導できる人材を育成する。

特別研究

全学共通科目 専門科目（必修科目／特に選択履修を要望する科目） 専門科目（履修を勧める科目）

環境工学解析演習

教育目標
（ディプロマポリシー）

責任感と
倫理性

豊かな人間性
と世界的視野

基盤的専門知
識と論理的思

考能力

実践力（知識
を総合し解決
方法を発見）

コミュニケー
ション能力

「
環
境
に
配
慮
し
た
持
続
可
能
な
社
会
」
を
築
く
た
め
の
環
境
工
学
の
専
門

知
識
を
有
し
、
社
会
に
必
要
と
さ
れ
る
科
学
技
術
の
構
築
を
先
導
す
る
人

材
を
育
成
す
る

人文社会科目
外国語科目

教育目標と科目とを結ぶ矢印は主たる科目との対応を示しており、必ずしも教育目標の達成を担う科目が矢印で示した科目に限定されるわけではない。
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建築学科の教育目標とコースツリー

耐風構造 建築安全設計 建築計画学Ⅱ 工学倫理　

構造設計演習 建築設備計画法 設計演習V 専門英語

構造･材料実験 建築環境工学演習 地球工学総論

建築基礎構造

建築構造解析 都市環境工学 建築論 建築生産Ⅱ

耐震構造 建築光･音環境学 都市・地域論 建築応用数学

鉄筋コンクリート構造Ⅰ 建築温熱環境設計 日本建築史 建築情報システム学

鉄筋コンクリート構造Ⅱ 建築設備システム 都市設計学 行動・建築デザイン論

鉄骨構造Ⅰ 設計演習Ⅲ

鉄骨構造Ⅱ 設計演習Ⅳ

建築構造力学Ⅲ

建築構造力学Ⅰ 建築環境工学Ⅰ 建築計画学Ⅰ 建築生産I

建築構造力学Ⅱ 建築環境工学Ⅱ 建築設計論 建築材料

住居計画学 建築･都市行政

景観デザイン論 工業数学C

設計演習Ⅰ 建築情報処理演習

微分積分学続論I, II 熱力学 設計演習Ⅱ

数理統計 振動・波動論

確率論基礎 統計入門

線形代数学（講義・演習）A, B 世界建築史 建築工学概論

微分積分学（講義・演習）A, B 日本都市史 設計演習基礎

物理学基礎論A, B 力学続論 建築造形実習

自然現象と数学 基礎地球科学A, B 専門科目

図学A, B 物理学実験 ↑

↓

全学共通科目

情報基礎［工学部］ 情報基礎演習［工学部］

計画系科目 共通系科目

C 実践能力 D 先駆性 E 国際的視野

建築に関わる学術・技
術・芸術を総合的に把握
し，あわせて理論と実践
の知識を統合する知力
に満ち溢れた建築家・建
築技術者の養成

建築家・建築技術者とし
ての高度な専門知識の
習得と自然科学，人間
科学， 社会科学の広範
な知識の習得

建築を通じて社会および
自然に関わる能力の習
得とその責任を自覚す
る能力（倫理観） の涵養

先駆的な研究・教育の
実践者となりうるリー
ダーの養成

建築家・建築技術者に
必要な地球的・国際的
視野の習得と涵養

人
文
・
社
会
科
学
科
目
群

自然科学科目群

情報学科目群

教
育
目
標

A 総合能力
B 専門知識と

基礎知識

第

四

学

年

特別研究

構造系科目 環境系科目

第

三

学

年

第

二

学

年

第

一

学

年

第

一

学

年 外国語科目群
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1学年前期 1学年後期 2学年前期 2学年後期 3学年前期 3学年後期 4学年前期 4学年後期

機械システム学コース 科目フロー （H29年度以降入学者用）

○品質管理

○インターンシップ ○工学倫理

◎自然現象と数学

○材料強度学◎材料基礎学1

○固体物性学

◎情報基礎演習 ◎情報基礎

◎材料力学2 ◎連続体力学

◎流体力学１ ◎流体力学２

○エネルギー
変換工学

○統計熱力学

◎応用電磁気学 ○量子物理学2◎電磁気学続論

◎工業力学A

◎制御工学1 ○制御工学2 ○知能システム工学

○生産工学

○設計工学２

■特別研究1 ■特別研究2

◎数理統計◎確率論基礎

◎工業数学F2 ○工業数学F3

◎線形代数学
（講義・演義）Ａ

■機械システム工学実験1◎計測学

○マイクロ加工学

◎機械ｼｽﾃﾑ学ｾﾐﾅｰ

○精密加工学

○量子物理学1

必修または選択必修科目 特に履修することを
要望する科目

■ ○
履修することを
要望する科目

◎物理工学総論A・B

◎基礎物理化学
（量子論）

◎微分積分学
（講義・演義）Ａ

◎微分積分学続論I ◎微分積分学続論II

◎物理学基礎論A

◎力学続論◎振動・波動論

◎熱力学2◎熱力学1

◎材料力学1

図学A ■機械設計演習2

◎機械設計製作

■機械製作実習

◎

下線のついた科目は特別研究履修基準に関係するので注意のこと

◎エレクトロニクス入門

◎物理学実験

◎基礎物理化学
（熱力学）

◎物理学基礎論B

◎工業数学F1

◎伝熱工学

○設計工学１

■機械設計演習1

◎振動工学

○計算機数学

■機械システム工学実験2

■機械システム工学実験3

◎微分積分学
（講義・演義）B

◎線形代数学
（講義・演義）B

○マイクロ材料の
加工・評価の基礎

基盤的専門知識と
論理的思考能力

実践力（知識を総合し
解決方法を発見）

コミュニケーション能力

責任感と倫理性

教育目標
（ディプロマポリシー）

・次
世
代
の
画
期
的
な
シ
ス
テ
ム
、
新
材
料
を
開
発
し
、
活
動
の
場
を
宇
宙
へ
も

広
げ
て
い
く
こ
と
に
強
い
関
心
を
持
つ
人

・多
種
多
様
で
複
雑
な
課
題
を
物
理
学
を
基
礎
と
し
た
工
学
の
知
で
解
決
す
る

能
力
を
持
つ
人

・基
礎
的
な
学
問
を
充
分
に
修
得
し
、
指
導
的
技
術
者
・研
究
者
と
な
っ
て
各
専

門
分
野
を
け
ん
引
す
る
人

豊かな人間性と
世界的視野

全学共通科目（人文社会・外国語科目）

6
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教育目標
（ディプロマポリシー）

育
成
す
る
人
材
像

・
次
世
代
の
画
期
的
な
シ
ス
テ
ム
、
新
材
料
を
開
発
し
、
活
動
の
場
を
宇
宙
へ
も
広
げ
て
い
く
こ
と
に
強
い
関
心
を
持
つ
人

・
多
種
多
様
で
複
雑
な
課
題
を
物
理
学
を
基
礎
と
し
た
工
学
の
知
で
解
決
す
る
能
力
を
持
つ
人

・
基
礎
的
な
学
問
を
充
分
に
修
得
し
、
指
導
的
技
術
者
・研
究
者
と
な
っ
て
各
専
門
分
野
を
牽
引
す
る
人

基礎的専門知識
と

論理的思考能力

実践力
（知識を総合し
解決方法を発見）

コミュニケー
ション能力

責任感
と

倫理性

豊かな人間性
と

世界的視野

物理工学科材料科学コース（令和３年度～）

基礎化学実験〇

物理学実験◎

物理学基礎論A, B ◎

Fundamentals of

MaterialsⅠ ‒ E2 ◎

Fundamentals of

MaterialsⅡ ‒ E2 ◎

Introductionto

MineralResources ‒ E2 〇

Introduction to

Quantum Physics ‒ E2 〇

エネルギー・
材料熱化学1 ◎

エネルギー・
材料熱化学2 ◎基礎物理化学（熱力学） ◎

情報基礎演習◎

情報基礎 ◎

自然現象と数学◎

基礎物理化学（量子論） ◎

振動・波動論 〇

電磁気学続論◎

確率論基礎〇

無機化学入門A 無機化学入門B

力学続論

数理統計 〇

微分積分学（講義・演義）A, B ◎

線形代数学（講義・演義）A, B ◎

微分積分学続論Ⅰ,Ⅱ ◎

全学共通科目（人文社会科目・外国語科目・E2科目）

物理工学総論A・B ◎

工業数学F1 〇 工業数学F2 〇

原子物理学〇 量子物理学1 〇

量子無機材料学1 ◎

量子物理学2 〇

量子無機材料学2 ◎

材料分析化学◎

結晶回析学◎

固体電子論◎ 固体物性論◎固体物理学◎

材料熱力学1 ◎

材料熱力学2 ◎

物質科学基礎◎ 材料科学基礎1 ◎

材料科学基礎2 ◎

材料科学基礎3 ◎

材料力学2 〇

構造物性学◎ 金属材料学◎

材料強度物性◎

熱及び物質移動 ◎

材料電気化学◎ 高分子材料概論◎

工学倫理 〇

実験・演習系

材料強度物性系

材料組織学系

材料化学系
材料熱力学系

材料電子物性系

材料分析系

工業数学系

その他

１年生 ２年生以上前期 ２年生以上後期 ３年生以上前期 ３年生以上後期 ４年生前期 ４年生後期

材料力学1 〇 結晶物性学◎

材料科学実験および
演習1（選必）

材料科学実験および
演習2（選必）

特別研究1（必） 特別研究2（必）

材料組織学◎

材料統計物理学◎ 統計熱力学〇

専門科目 特に履修を要望する科目◎
（注）

特別研究履修要件

6
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１学年 ２学年以上 ３学年以上(前期) ３学年以上(後期) ４学年前期 ４学年後期

物理工学演習１ 選必 物理工学演習２ 選必 必

物理学実験 ◎
エネルギー応用工学 エネルギー応用工学

基礎化学実験 ○ 計測学 ○ 設計演習・実験１ 設計演習・実験２

自然現象と数学 ◎

微分積分学（講義・演義）Ａ，Ｂ ◎ 微分積分学続論I，II ◎

線形代数学（講義・演義）Ａ，Ｂ ◎ 工業数学Ｆ１ ◎ 工業数学Ｆ２ ○

情報基礎 ◎ 計算機数学 ○ 工業力学Ａ ○

情報基礎演習 ◎

材料基礎学１ ◎ 材料基礎学２ ◎

結晶物性学 ○

基礎物理化学(熱力学),(量子論) ◎ 固体物理学 ◎ 固体物性論 ○

物理学基礎論Ａ，Ｂ ◎ 材料力学１ ◎ 連続体力学 ◎

材料力学２ ◎

流体力学１ ◎ 流体力学２ ○

エネルギー変換工学 ◎

熱力学１ ◎ 熱及び物質移動 ◎ 統計熱力学 ◎

熱力学２ ◎ 材料物理化学 ◎

材料科学基礎２ ◎ エネルギー化学１ ◎ エネルギー化学２ ◎

エネルギー・ エネルギー・
材料熱化学1 材料熱化学２

機械設計製作 ◎ マイクロ加工学 ○

制御工学１ ○ システム工学 ◎

電磁気学続論 ◎ 応用電磁気学 ◎ 放射化学 ○

原子物理学 ◎

英語

物理工学総論Ａ，Ｂ ◎ 工学倫理 ○
（注） 全学共通科目 , 専門科目

Introduction to Mineral
Resources-E2 ○

物理工学科エネルギー応用工学コース　平成31年度入学

選必 選必

◎ ◎

特別研究１，２

実験・実習・演習系

数学・力学系

実験・実習・演習実験・実習・演習

材料工学系

固体・流体力学系

エネルギー・熱力学系

機械・制御系

実験・実習・演習

原子核系

・
次
世
代
の
画
期
的
な
シ
ス
テ
ム
、
新
材
料
を
開
発
し
、
活
動
の
場
を
宇
宙
へ
も
広
げ
て
い
く
こ
と
に
強
い
関
心
を

持
つ
人

・
多
種
多
様
で
複
雑
な
課
題
を
物
理
学
を
基
礎
と
し
た
工
学
の
知
で
解
決
す
る
能
力
を
持
つ
人

育成する
人材像

共通基礎科目

教育目標

（ディプロマポリシー）

基礎的専門知

識と論理的思
考能力

実践力（知識

を総合し解決
方法を発見）

コミュニケー

ション能力

責任感と倫理性

豊かな人間性

と世界的視野

エネルギー応⽤⼯学コース

1年生 2年生以上前期 2年生以上後期 3年生以上前期 3年生以上後期 4年生前期 4年生後期

物理学実験◎
材料科学実験および

演習１（選必）
材料科学実験および

演習2（選必）
特別研究1（必） 特別研究2（必）

基礎化学実験○ 実験・演習系

材料力学1○ 材料力学2○ 結晶物性学◎ 材料強度物性◎ 材料強度物性系

力学続論

物質科学基礎◎ 材料科学基礎1◎ 構造物性学◎ 金属材料学◎

材料科学基礎2◎ 材料組織学2◎ 材料組織学系

物理学基礎論Ａ，B◎

材料科学基礎3◎

熱及び物質移動◎

無機化学入門A 無機化学入門B 材料電気化学◎ 高分子材料概論◎

材料熱力学１◎

基礎物理化学(熱力学)◎

材料熱力学2◎

情報基礎演習◎ 材料統計物理学◎ 統計熱力学○

情報基礎◎ 確率論基礎○ 数理統計○

自然現象と数学◎

基礎物理化学(量子論)◎ 電磁気学続論◎ 固体物理学◎ 固体電子論◎ 固体物性論◎ 材料電子物性系

振動・波動論○ 量子無機材料学1◎ 量子無機材料学2◎

原子物理学○ 量子物理学1○ 量子物理学2○

材料分析化学◎ 材料分析系

結晶回折学◎

微分積分学（講義・演義）Ａ・Ｂ◎

線形代数学（講義・演義）Ａ・Ｂ◎ 計算機数学○ 工業数学F1○ 工業数学F2○ 工業数学系

その他

物理工学総論A，B◎

工学倫理○

全学共通科目 専門科目

育成する人材像
・次世代の画期的なシステム、新材料を開発し、活動の場を宇宙へも広げていくことに強
 い関心を持つ人
・多種多様で複雑な課題を物理学を基礎とした工学の知で解決する能力を持つ人
・基礎的な学問を充分に修得し、指導的技術者・研究者となって各専門分野を牽引する人

育
成
す
る
人
材
像

・
次
世
代
の
画
期
的
な
シ
ス
テ
ム

、
新
材
料
を
開
発
し

、
活
動
の
場
を
宇
宙
へ
も
広
げ
て
い
く
こ
と
に
強

 
い
関
心
を
持
つ
人

・
多
種
多
様
で
複
雑
な
課
題
を
物
理
学
を
基
礎
と
し
た
工
学
の
知
で
解
決
す
る
能
力
を
持
つ
人

・
基
礎
的
な
学
問
を
充
分
に
修
得
し

、
指
導
的
技
術
者
・
研
究
者
と
な

っ
て
各
専
門
分
野
を
牽
引
す
る
人

物理工学科材料科学コース

微分積分学続論I，II◎

エネルギー・
材料熱化学1（◎）

エネルギー・
材料熱化学2（◎）

材料化学系
材料熱力学系

Introduction to
Mineral Resources-E2

○

Introduction to
Quantum Physics-E2

○

Fundamentals of
Materials I-E2◎

Fundamentals of
Materials II-E2◎

育成する人材像

KYOUMUKIKAKU05
タイプライターテキスト
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４年前,後期３年後期３年前期２年後期２年前期１年後期１年前期

物理工学総論
Ａ, B†,*

計測学

原子核工学実験１*

図学Ａ

基礎化学実験

物理工学科原子核工学コース専攻配当科目フローシート（Ｒ３年度入学）

微分積分学
続論Ⅰ

微分積分学
続論Ⅱ

自然現象と数学

情報基礎演習
（工学部）

情報基礎
（工学部）

工業数学Ｆ１* 工業数学Ｆ２ 工業数学Ｆ３

原子核工学実験２*

物理工学演習１* 物理工学演習２*

特別研究１,２*

確率論基礎 数理統計

計算機数学*

物理学基礎論Ａ 物理学基礎論Ｂ 電磁気学続論*

振動・波動論 統計物理学

固体物理学 量子物性基礎論*

統計力学* 中性子理工学*

原子炉物理学* 原子炉基礎演習
・実験*

加速器工学* 量子反応基礎論*力学続論

応用電磁気学* プラズマ物理学*

量子物理学１* 量子物理学２* 核物理基礎論*原子物理学*

原子核工学序論２*原子核工学序論１*物理工学総論
B, A†,*

放射線計測学*

材料力学２

物理学実験

材料基礎学１* 放射化学*

材料物理化学*

流体力学１
エネルギー
変換工学* 流体熱工学*

無機化学入門Ａ 無機化学入門Ｂ エネルギー化学２エネルギー化学１

熱力学２熱力学１

生物・生命科学
入門

生物物理学*

材料力学１

基礎有機化学Ⅰ 基礎有機化学Ⅱ

システム工学 制御工学１

インターンシップ

物理工学英語*

工学倫理*

基礎物理化学
(熱力学)

基礎物理化学
(量子論)

微分積分学
(講義･演義)Ａ

線形代数学
(講義･演義)Ａ

微分積分学
(講義･演義)Ｂ

線形代数学
(講義･演義)Ｂ

工学部国際インターンシップ１，２

人文・社会科学，外国語，健康・スポーツ等科目

全学共通

全学共通

全学共通

特に履修を要望する科目

履修を要望する科目

配当科目

専門科目

専門科目

専門科目

選択必修/必修

特に履修を要望

履修を要望

●：隔年講義（偶数年開講）
■：隔年講義（奇数年開講）

† ：A, Bは年度毎に入れ替わり
＊：原子核担当/分担

基盤的専門知
識と論理的思

考能力

実践力（知識
を総合し解決
方法を発見）

コミュニケー
ション能力

責任感と
倫理性

豊かな人間性
と世界的視野

教育目標
（ディプロマポリシー）

量
子
の
科
学
に
立
脚
し
た
ミ
ク
ロ
な
観
点
か
ら
、
最
先
端
科
学
を
切
り
開
く
量
子
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
追
求
す
る
と
と
も
に
、
物
質
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
生
命
、
環
境
な
ど
へ
の
工
学
的
応
用
を
展
開
し
、

循
環
型
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る
人
材

全学共通科目

全学共通科目

全学共通科目

6
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物理工学科 宇宙基礎工学コース 令和3年度入学

１学年 ２学年前期 ２学年後期 ３学年前期 ３学年後期 ４学年前期 ４学年後期

自然現象と数学 ◎ 確率論基礎 ◎ 数理統計 ◎

微分積分学（講義・演義）A, B ◎ 微分積分学続論I ◎ 微分積分学続論II ◎

線形代数学（講義・演義）A, B ◎ 工業数学A1 ◎ 工業数学A2 ◎ 数値解析 ○ 数理解析 ○

工業数学A3 ○ 数学系

振動・波動論 ◎ 振動工学 ◎ 制御工学1 ◎ 制御工学2 ○

力学続論 ◎ 工業力学 A ○ 航空宇宙機力学 ◎ 力学・制御系
物理学基礎論A, B ◎

電磁気学続論 ◎ 応用電磁気学 ◎

統計物理学 ◎ 量子物理学1 ○ 量子物理学2 ○
基礎物理化学(量子論), (熱力学) ◎

熱力学1 ○ 熱力学2 ○ 熱統計力学 ◎ プラズマ物理学 ○ 物理系

流体力学１ ◎ 流体力学２ ◎

気体力学 ◎ 空気力学 ◎

推進基礎論 ◎ 流体力学系

材料力学1 ○ 材料力学2 ◎ 固体力学 ◎ 材料力学系

電気回路基礎論 ○ エレクトロニクス入門 ○ 電気工学系

物理学実験 ◎ 航空宇宙工学実験1 選必 航空宇宙工学実験2 選必 航空宇宙工学演義 選必

基礎化学実験 ○ 物理工学演習1 選必 物理工学演習2 選必       特別研究1 必       特別研究2 必

実験・演習系

情報基礎演習 ◎
情報基礎 ◎

物理工学総論A, B ◎ 工学倫理 ○

（注） 全学共通科目

専門科目

教育目標（ディプロマポリシー）

•
次
世
代
の
画
期
的
な
シ
ス
テ
ム
、
新
材
料
を
開
発
し
、
活
動
の
場
を
宇
宙

へ
も
広
げ
て
い
く
こ
と
に
強
い
関
心
を
持
つ
人

•
多
種
多
様
で
複
雑
な
課
題
を
物
理
学
を
基
礎
と
し
た
工
学
の
知
で
解
決

す
る
能
力
を
持
つ
人

•
基
礎
的
な
学
問
を
充
分
に
修
得
し
、
指
導
的
技
術
者
・
研
究
者
と
な
っ

て
各
専
門
分
野
を
牽
引
す
る
人

基本的専門

知識と論理的

思考能力

実践力（知識

を総合し解決

方法を発見）

コミュニケー

ション能力

責任感と倫

理性

豊かな人間性

と世界的視野

6
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電気電子工学科 科目系統樹 2021年度

１
回
生

前
期

後
期

２
回
生

前
期

後
期

３
回
生

前
期

後
期

４
回
生

前
期

後
期

電気回路基礎論

電子回路線形代数学続論

微分積分学B 電気電子回路

電磁気学1

線形代数学A

線形代数学B

微分積分学A

微分積分学続論Ⅰ

微分積分学続論Ⅱ

自然現象と数学

半導体工学 計算機工学

論理回路

電気電子数学1 電気電子計測

電気電子工学概論

電気電子プログラミ
ング及演習

電気電子回路演習

電気電子工学
基礎実験

数学 自然科学系科目群(数学以外) 専門科目 演習・実験科目

電磁気学2自動制御工学
パワーエレ
クトロニクス

電気回路
ディジタル
回路

通信基礎論

マイクロ
波工学

アンテナ・
伝搬工学

応用電力工学

電気電子数学2

物理学基礎論A

力学続論

物理学実験

関数論 確率論基礎

数理統計 統計物理学

電気電子
計算工学
及演習

電気機器
基礎論

ディジタ
ル制御

システム
最適化

応用電
気機器

電力システ
ム工学

情報伝
送工学

通信ネッ
トワーク

計算機
ソフトウェア

ディジタル
信号処理

固体電子工学
電気電子
工学のため
の量子論

真空電子
工学

プラズ
マ工学

電気電子
材料学

光工学1
生体工学
の基礎

メカトロ
ニクス
入門

生体医療工学
光電子デバ
イス工学

光工学2電気伝導
集積回路
工学

情報理論

グラフ
理論

物性デバイス基礎論

光通信
工学

組み込み
計算機
システム

※

※

※

※

情報基礎

情報基礎演習

電子物性
工学

放電工学

電波
工学

機械
学習

通信系 計算機・情報系電子・光・物性系回路・電力系システム・制御系

特別研究

(注1) 科目間を繋ぐ線は最小限で描いています。上図以外にも各科目間はリンクしている。

(注2)  大きい矢印(※)は多くの科目にリンクしていることを意味する。

ディプロマポリシー１ ディプロマポリシー２ ディプロマポリシー３ ディプロマポリシー４ ディプロマポリシー５

（次頁に続く）

（工学倫理等） （人文・社会科目）

情報通信
工学

電気電子
工学実習

電気電子
工学実習

下記の 枠で囲まれた科目は、各々がディプロマポリシー1, 2, 3 （次項）に

対応することを示す。

6
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１：基盤的専門知識と論理的
思考能力

２：知識を総合し、合理的解決方法
を考える能力

３：相互の意見を理解・
表現する能力

４：責任感と
高い倫理性

５：豊かな人間性、
世界的視野の形成

•電気電子工学に関連する科学技術全般を総合的に理解しうる基礎学力を持ち，広い視野と専門分野における独創力を兼ね備えた人
•持続可能なエネルギー社会，高度情報化社会を支える様々な分野で，指導的な研究者・技術者として活躍する人
•科学技術，地球社会に対する広い関心と旺盛な探求心を持ち，電気電子工学を基盤として人類の共存・発展に貢献しようとする志を持つ人

育成する人材像

教育目標（ディプロマポリシー）

電気電子工学科 科目系統樹 （前頁）

6
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工学倫理

通信基礎論

情報と職業

特別研究１

特別研究２

情報学科 計算機科学コース コースツリー（2021年度入学者）

計算機
アーキテクチャ

オペレーティング
システム

統計的
モデリング基礎

データベース

メディア
情報処理

人工知能 計算機科学
実験及演習３

確率離散
事象論

応用
代数学

アルゴリズム
論

計算と論理
パターン認識と

機械学習
ヒューマン

インタフェース
情報システム

ソフトウェア
工学

生命情報学

情報と社会

計算機科学
実験及演習１

計算機科学
実験及演習２

情報基礎
実践

数理工学
概論

計算機科学
概論

最適化入門

論理システム
情報符号
理論

グラフ理論
計算機の
構成

言語・
オートマトン

プログラミング
言語処理系

コンピュータ
ネットワーク

最適化

プログラミング
言語

電気電子
回路入門

自然現象
と数学

一
年
次
配
当

微分積分学
Ａ

線形代数学
Ａ

微分積分学
Ｂ

線形代数学
Ｂ

物理学
基礎論Ａ

物理学
基礎論Ｂ

物理学
実験

力学続論

熱力学

振動・
波動論

微分積分学
続論Ⅰ

線形代数学
続論

微分積分学
続論Ⅱ

確率論
基礎

数理統計

計算機科学
のための
数学演習

工学序論

数理論理学
Ａ

数理論理学
Ｂ

数理解析

線形制御
理論

数値解析

工業数学
Ａ１

工業数学
Ａ２

工業数学
Ａ３

計算機科学
実験及演習４

プログラミング
入門

二
年
次
配
当

三
年
次
配
当

四
年
次
配
当

人・社会や自然に関する科学的知識、
および、それに基づく公共に関する
理解力、豊かな人間性、世界的視野

専門分野における基盤知識、および、それを踏まえた論理的思考能力
・情報を収集、蓄積、処理、伝達、生成する技術とその原理の理解
・情報を扱うシステムを設計、構築、運用するための技術の習得

科学技術に関する諸課題について、
知識を統合し、合理的に解決方法
を考えることができる能力

他者の意見を理解し、
自らの意見を表明できる
コミュニケーション能力

工
学
部
共
通
型
授
業
科
目

情
報
学
科
目
群

アルゴリズムと
データ構造入門

信号とシステム

教育目標

7
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一 年 次 配 当

工
学

序
論

情
報
基
礎

実
践

二 年 次 配 当

基
礎
数
理

演
習

数
理

工
学

実
験

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

演
習

情
報

と
社

会

電
気

電
子

回
路

入
門

数
理
論
理
学

A

数
理
論
理
学

B

三 年 次 配 当

数
理
工
学

セ
ミ
ナ
ー

シ
ス
テ
ム
工
学

実
験

人
工

知
能

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

論

四 年 次 配 当

工
学

倫
理

情
報

と
職

業
特
別
研
究
１

特
別
研
究
２

ビ
ジ
ネ
ス

数
理

パ
タ
ー
ン
認

識
と
機

械
学

習

量
子

物
理

学
１

量
子

物
理

学
２

計
算

と
論

理

数
理
解
析

信
号

と
シ
ス
テ
ム

数
理
工
学

概
論

計
算

機
科

学
概

論
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

入
門

微
分

積
分
学

A

微
分

積
分
学

B

線
形

代
数

学
A

線
形

代
数

学
B

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と

デ
ー
タ
構
造
入
門

最
適
化
入
門

自
然
現
象

と
数
学

グ
ラ
フ
理
論

論
理

シ
ス
テ
ム

言
語

・
オ
ー
ト
マ
ト
ン

解
析

力
学

微
分
積
分
学

続
論

Ｉ
線

形
代

数
学

続
論

シ
ス
テ
ム

解
析

入
門

微
分
積
分
学

続
論

I 
I

工
業

数
学

A
１

数
値

解
析

確
率
論
基
礎

数
理
統
計

熱
力

学

振
動

・
波

動
論

力
学
系
の

数
学

物
理

統
計

学

流
体

力
学

工
業

数
学

A
２

線
形

制
御

理
論

応
用

代
数

学

確
率
離
散

事
象
論

確
率
と
統
計

情
報
符
号

理
論
続
論

最
適
化

工
業

数
学

A
３

非
線

形
動

力
学

現
代

制
御

論

情
報
シ
ス
テ
ム

理
論

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

生
命
情
報
学

情
報
学
科

数
理
工
学
コ
ー
ス

コ
ー
ス
ツ
リ
ー
（
令

和
3
年

度
入

学
者

）

情
報

符
号
理
論

外 国 語 科 目

人 文 ・ 社 会 科 学 系 科 目

現 代 社 会 適 応 科 目

専
門
分
野
に
お
け
る
基

盤
知

識
、
お
よ
び
、
そ
れ

を
踏
ま
え
た
論
理
的

思
考
能

力
・
自
然
、
工
学
、
社
会

現
象

な
ど
の

数
理

モ
デ
ル

を
構

築
す
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
数
理

科
学
の

理
解

・
数
理
モ
デ
ル
に
基

づ
く
計

算
、
解

析
、
予

測
、
伝

達
、
最

適
化
、
制
御
な
ど
の

方
法
論

の
習
得

科
学
技
術

に
関

す
る
諸

課
題

に
つ
い
て
、

知
識
を
統

合
し
、
合

理
的

に
解

決
方

法
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
能

力

人
・
社

会
や

自
然

に
関

す
る
科

学
的

知
識

、
お
よ
び
、
そ
れ

に
基

づ
く
公

共
に
関

す
る

理
解

力
、
豊

か
な
人

間
性

、
世

界
的

視
野

他
者

の
意

見
を
理

解
し
、

自
ら
の

意
見

を
表

明
で
き
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

力
学

続
論

物
理

学
基

礎
論

A

物
理

学
基

礎
論

B
物
理
学

実
験

教 育 目 標

破
線

矢
印

：
必

須
で
は

な
い
が

履
修

し
て
お
く
と
理

解
が

容
易

と
な
る
科

目
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一回生 二回生 三回生 四回生

基礎物理化学
（量子論）

物理学基礎論
A

新領域の開拓者に必要な創成の知恵と文化を伝え、次世代の化学と産業を担う人材へと育むことを
目指して、化学を中心とする基礎的な知識、物質材料に関する知識、 さらには最先端化学の知識を
系統的に学ぶ。

電気化学

有機分光学

物理化学基礎
及び演習

有機化学基礎
及び演習

基礎無機化学

高分子化学
序論

物理化学Ⅰ
（創成）

無機化学
（創成）

分析化学
（創成）

物理化学Ⅱ
（創成）

有機化学Ⅱ
（創成）

機器分析化学
（創成）

高分子化学
基礎Ⅱ（創成）

錯体化学
（創成）

高分子化学
Ⅰ，Ⅱ

基礎物理化学
（熱力学）

物理学基礎論
B

基礎有機化学
Ⅱ

基礎化学実験

化学のフロ
ンティア
（創成）

工学序論

工業化学概論

創成化学コース

生体関連物質
化学（創成）

物理学実験

有機化学Ⅰ
（創成）

微分積分学
（講義・演義）A

微分積分学
（講義・演義）B

線形代数学
（講義・演義）A

線形代数学
（講義・演義）B

自然現象と
数学

材料有機合成
化学

基礎有機化学
Ⅰ

一般教養科目

情報基礎演習 情報基礎

外国語科目

統計熱力学
入門（創成）

化学数学
（創成）

創成化学実験
Ⅰ

化学プロセス
工学

GLセミナーⅠ GLセミナーⅡ 環境保全概論 環境安全化学

科学英語
（創成）

化学実験の
安全指針

工学倫理

実践力
（知識を総
合し解決
方法を発

見）

責任感と
倫理性

コミュニ
ケーション

能力

豊かな人
間性と世
界的視野

基盤的専
門知識と
論理的思
考能力

特
別
研
究

物理化学Ⅲ
（創成）

最先端機器
分析（創成）

有機化学Ⅲ
（創成）

化学生物学

創成化学実験
Ⅱ

高分子化学
基礎Ⅰ（創成）

化学プロセス
工学基礎

教育目標

（ディプロマポ
リシー）

化学者・技術者と
して社会に通用す
る基礎知識と技術
を習得し、国際社
会における科学的
諸問題の解決に貢
献できる人材の育
成．
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１回生 ２回生 ３回生 ４回生

基礎物理化学
（量子論・熱力学）

高分子化学概論I・II

分析化学II
有機工業化学

生物化学工学

環境保全概論 環境安全化学

量子化学概論

触媒化学

電気化学

有機化学IV

有機分光学

基礎化学実験

物理学実験

先端化学
実験I・II

情報基礎

情報基礎演習

工学序論

専門基礎科目・専門科目

有機化学III

無機化学III

先端化学コース：豊かな教養・高い倫理性・高度の専門能力・創造性を兼ね備え，基礎研究を重視して環境と
調和のとれた科学技術の発展を先導できる人材を育成する．

工業化学概論

物理化学基礎
および演習

高分子化学序論

有機化学II

化学数学I 化学数学II

物理化学II 物理化学III

科学英語

工学部国際インターンシップ１・２

物理化学
Ia ・Ib

化学統計力学

化学実験の安全指針

先端機器分析化学

工学倫理

グリーンケミストリー概論

有機化学基礎
および演習

有機化学I

無機化学I基礎無機化学

生命化学
基礎

分析化学I

化学プロセス
工学

化学プロセス
工学基礎

無機化学II

生化学I・II

豊かな人
間性と世
界的視野

責任感と
倫理性

基盤的専
門知識と
論理的思
考能力

実践力（知
識を統合
し解決方
法を発見）

コミュニ
ケーション

能力

一般教養科目・外国語科目

特

別

研

究

教育目標
（ディプロマポリシー）

基礎有機化学
Ⅰ・Ⅱ
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一回生 二回生 三回生 四回生

化学プロセス工学コース
化学を基礎に、普遍性のある現象・操作をまとめあげ、定量的に考察することを通して、さまざまな化学
製品やその生産装置、それらの集合体としての生産プロセスをデザインするための理論と技術を学ぶ

•

化
学
工
学
の
知
識
・
技
法
を
基
軸
と
し
、
様
々
な
社
会
的
要
請
に
も
迅
速
に
対
応
で
き
る
人

•

学
際
的
知
識
が
豊
富
で
、
国
際
舞
台
で
活
躍
で
き
る
人

•

十
分
な
基
礎
学
力
と
、
課
題
探
求
能
力
を
併
せ
持
つ
人

一般教養科目、外国語科目

自然現象と数
学

微分積分学(講
義・演義）Ｂ

線形代数学(講
義・演義）Ａ

線形代数学(講
義・演義）Ｂ

物理学基礎
論Ａ

物理学基礎
論Ｂ

物理学実験
基礎化学実
験

基礎物理化
学（量子論）

基礎物理化
学（熱力学）

基礎有機化
学Ⅰ

基礎有機化
学Ⅱ

情報基礎演
習（工学部）

情報基礎（工
学部）

工業化学概
論

物理化学Ⅰ
（化学工学）

化学工学量
論

無機化学Ⅰ
（化学工学）

基礎流体力
学

化学工学数
学Ⅰ

物理化学基
礎及び演習

化学工学計
算機演習

有機化学基
礎及び演習

反応工学Ⅰ

基礎無機化
学

化学プロセス
工学基礎

移動現象

固相系分離
工学

流体系分離
工学

微粒子工学

プロセス制御
工学

プロセスシス
テム工学

物理化学Ⅱ
（化学工学）

化学工学シ
ミュレーション

化学工学数
学Ⅱ

環境安全化
学

計算化学工
学

物理化学Ⅲ
（化学工学）

化学プロセス
工学実験Ⅰ
（化学工学）

化学プロセス
工学実験Ⅱ
（化学工学）

反応工学Ⅱ 科学英語（化
学工学）

化学実験の
安全指針

工学倫理

プロセス設計

特別研究（卒業研究）

環境保全概
論

有機工業化
学

微分積分学
(講義・演義）Ａ

Chem-E-Car
設計・実験
（化学工学）

基礎的専門知
識と理論的思

考能力

実践力（知識
を総合し解決
方法を発見）

コミュニケー
ション能力

責任感と
倫理性

豊かな人間性
と世界的視野

教育目標
（ディプロマ・ポリシー）
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作
物
・
雑
草
管
理
の
科
学

作
物
分
⼦
育
種
学

作
物
品
質
科
学

花
卉
園
芸
学

耕
地
⽣
態
学

植
物
⽣
産
科
学
外
書
講
義

作
物
学

育
種
学

⼟
壌
学

蔬
菜
園
芸
学

果
樹
園
芸
学

植
物
⽣
産
管
理
学

栽
培
シ
ス
テ
ム
学

雑
草
学

熱
帯
農
業
⽣
態
学

品
質
設
計
開
発
学

品
質
評
価
学

植
物
⽣
産
科
学
実
験
及
び

実
験
法

植
物
⽣
産
科
学
技
術
論
及

び
農
場
実
習

資源⽣物科学科

３
年
次

2
・
1
年
次

2
・
1
年
次 【全学共通科⽬推薦科⽬】

動
物
ゲ
ノ
ム
科
学

動
物
栄
養
機
能
学

動
物
⽣
産
管
理
学

⽣
物
圏
情
報
学
Ⅱ

応
⽤
動
物
科
学
外
書
講
義

応
⽤
動
物
科
学
技
術
論
と

実
習
Ⅱ

動
物
遺
伝
育
種
学

動
物
⽣
殖
⽣
物
学

動
物
栄
養
学

動
物
⽣
体
機
構
学

⽣
物
圏
情
報
学
Ｉ

応
⽤
動
物
科
学
実
験
及
び

実
験
法

海
洋
⽣
物
環
境
学
Ⅱ

海
洋
⽣
物
⽣
理
学

海
洋
微
⽣
物
学
Ⅱ

海
洋
環
境
微
⽣
物
学
Ⅱ

海
洋
⽣
物
機
能
学
Ⅱ

⿂
類
学

海
洋
⽣
物
科
学
外
書
講
義

海
洋
⽣
物
環
境
学
Ⅰ

海
洋
⽣
物
⽣
態
学

海
洋
微
⽣
物
学
Ⅰ

海
洋
環
境
微
⽣
物
学
Ⅰ

海
洋
⽣
物
資
源
利
⽤
学

海
洋
⽣
物
機
能
学

海
洋
⽣
物
科
学
実
験
及
び

実
験
法

遺
伝
学
Ⅱ

植
物
⽣
理
学
Ⅱ

植
物
病
理
学
Ⅱ

昆
⾍
⽣
態
学
Ⅱ

⽣
態
制
御
学

農
薬
科
学

栽
培
植
物
起
源
学

植
物
病
理
学
Ⅰ

昆
⾍
⽣
理
学

真
菌
科
学

害
⾍
管
理
学

⽣
物
先
端
科
学
実
験
及
び

実
験
法

全学共通科⽬

４
年
次

専⾨科⽬※2

※１ 専⾨分野によって習得が推奨される他学科科⽬など（主に2〜3年次配当）。 ※２ 開講予定の科⽬を含む。今後の案内に注意すること。
※３ これらに加えて、⼤学コンソーシアム京都への提供科⽬として、グリーンエネルギーファーム論と実習、農業と農学の最前線、⾷卓の栽培学と実習、の３科⽬を開講（１〜４年次配当）。

２
年
次

コース分属

4
・
3
年
次

実験・実習・
演習科⽬※2 ※3

研究室分属

[ｂ, 情報学科⽬群]
情報基礎
情報基礎演習

基礎有機化学Ⅰ・Ⅱ
個体と集団の基礎⽣物学
遺伝学概論
基礎化学実験
⽣物学実習Ⅰ

学科教育⽬標

実
践
⼒

植
物
・
動
物
・
微
⽣
物
の
⽣
産
・
利
⽤

に
関
わ
る
倫
理
と
課
題
解
決
⼒

深
い
学
識

資
源
⽣
物
科
学
に
関
わ
る
最
先
端

の
研
究
を
理
解
す
る
能
⼒

広
い
学
識

資
源
⽣
物
科
学
と
そ
れ
に
関
連
し

た
領
域
の
幅
広
い
知
識

国
際
性

教
養
及
び
異
⽂
化
理
解
︑

意
思
疎
通
の
各
能
⼒

学部DP

⽣
命
・
⾷
料
・
環
境
に
関
す
る

世
界
⽔
準
の
⾃
然
科
学
・

社
会
科
学
研
究
の
理
解
⼒

⽣
命
・
⾷
料
・
環
境
に
関
し
て

⼈
類
が
直
⾯
す
る
課
題
を
科
学

的
に
解
決
す
る
構
想
⼒

⽣
命
・
⾷
料
・
環
境
に
関
連
す
る

産
業
へ
の
理
解
と
︑
倫
理
観
を

も
っ
た
社
会
⼈
基
礎
⼒
・
⾏
動
⼒

⽣
命
・
⾷
料
・
環
境
に
関
連
す
る

課
題
へ
取
り
組
む
幅
広
い
視
野
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
⼒

講義科⽬
実験・実習・演習科⽬

課題研究・各演習など

植物⽣産科学コース 応⽤動物科学コース 海洋⽣物科学コース ⽣物先端科学コース

⼈⽂・社会科学科⽬群
⾃然科学科⽬群a

外国語科⽬群
情報学科⽬群b

健康・スポーツ科⽬群
E科⽬ 等

[a,⾃然科学科⽬群]
微分積分学（講義・演義Ａ・Ｂ）
線形代数学（講義・演義Ａ・Ｂ）
物理学基礎論Ａ・Ｂ
基礎物理化学（熱⼒学）
基礎物理化学（量⼦論）
無機化学⼊⾨Ａ・Ｂ

応⽤動物科学
技術論と実習Ⅰ

海洋⽣物科学
技術論と実習
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

⽣
物
先
端
科
学

遺
伝
学
Ⅰ

昆
⾍
⽣
態
学
Ⅰ

ゲ
ノ
ム
情
報
解
析
⼊
⾨

⽣
物
先
端
科
学
特
別
講
義

海
洋
⽣
物
科
学

海
洋
資
源
⽣
物
学
基
礎

海
洋
微
⽣
物
学
基
礎

⽔
産
⾷
品
学
基
礎

海
洋
⽣
物
科
学
特
別
講
義

応
⽤
動
物
科
学

動
物
分
⼦
⽣
理
学
Ｉ
・
Ⅱ

資
源
動
物
⽣
産
学

応
⽤
動
物
科
学
特
別
講
義

植
物
⽣
産
科
学

稲
と
⻨
と
⼤
⾖
の
科
学

果
樹
と
野
菜
と
品
質
の
科
学

耕
地
と
環
境
の
科
学

植
物
⽣
産
科
学
特
別
講
義

農
学
概
論
Ｉ
・
Ⅱ

資
源
⽣
物
科
学
基
礎

細
胞
⽣
物
学
Ｉ
・
Ⅱ
・
Ⅲ

資
源
⽣
物
科
学
概
論
Ａ
・
Ｂ

⽣
態
学

動
物
⽣
理
学

植
物
⽣
理
学
Ⅰ

⼤
気
環
境
学

⽣
物
統
計
学

専⾨基礎科⽬・
専⾨科⽬※2

植物⽣産科学
技術論と実習

応
⽤
数
学

分
析
化
学

植
物
栄
養
学

基
礎
微
⽣
物
学

⽣
物
有
機
化
学
Ⅱ

酵
素
化
学

⾷
品
安
全
学
Ⅰ
・
Ⅱ

関
連
科
⽬
※
1
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自然科学科目群（20単位以上）
（うち下記推薦科目10単位以上）

微分積分学 A, B 線形代数学A, B

応用生命科学科

人文・社会科
学科目群

（16単位上）

統合科学科目
群の「統合科
学」分野（2
単位まで）を
含められる

専門・実習系科目
専門実践系科目

目標１: さまざまな自然科学の現
象を化学の言葉で理解できる。

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

応

用

発

展

基

礎

導

入

専門科目

課題研究（履修を原則とする）

講義 実験・演習

醸造食品学概論

専門基礎科目

専門外国書講読

確率論基礎

基礎化学実験物理学基礎論 A, B

分子生物学 I, II

分析化学生体高分子構造論

一般生体高分子化学

生物有機化学 I,II,III 生物理化学実験 分子生物学実験 植物生化学実験

分析化学実験 生化学実験

有機化学実験 応用微生物学実験

応用生命科学演習I,II
※(うち2単位以上)

外国語科目群
（16単位以

上）

初修外国語

英語

全学共通科目 60単位以上専門科目 84単位以上

目標２: 深い洞察力に基づい
た論理的思考ができる。

目標４: 高い倫理性を持って、
基礎研究と応用研究の発展に
貢献できる。

有機構造解析学

生物理化学 I 有機反応機構論I, II

応用微生物学 I

生化学 I, II

細胞生物学概論

分子細胞生物学 I,II 生物理化学 II

植物生化学 I, II

応用微生物学 II,III

植物栄養学

DP1:生命・食料・環境に関する世界水準
の自然科学・社会科学研究の理解

DP2:生命・食料・環境に関して人類が直
面する課題への科学的な解決法の構想

DP3:生命・食料・環境に関連する産業への理
解と、倫理観をもった社会人基礎力・行動力

DP4:生命・食料・環境に関連する課題へ取
り組む幅広い視野とコミュニケーション能力

構造生物学

産業微生物学

生物・生命科学入門

無機化学入門 A, B

応用生命科学入門 III 応用生命科学入門 IV

応用生命科学入門 I 応用生命科学入門 II

農学概論 I, II

専門基礎科目

（２～４回生配当科目（課題研究を除く)から56単位以上）

目標５: さまざまな文化圏の人々と
円滑にコミュニケーションができる。

目標３: 独自の視点で課題
を設定できる。

情報学科目群、
健康・スポー
ツ科目群、
キャリア形成
科目群、統合
科学科目群、
少人数教育科
目群（８単位
以上）

Ｅ科目4単位以上
統計入門

※令和３年度以降の入学者は応用生命科学演習 I 〜 II より２単位以上修得すること。 応用生命科学演習I〜IIは２〜４回生配当科目（課題研究を除く）の必要単位数に含む。
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数理
統計

工業
数学

応用
数学 応用力学

確率論
基礎

線形代
数学B

微分積
分学B

微分積
分学A

線形代
数学A

物理学
基礎論A

物理学
基礎論B

地域整
備開発
施設学

灌漑排
水学

水資源
利用学

農村
計画
学

地域環境工学概論Ⅲ

地域環境工
学概論Ⅰ

地域環境工
学概論Ⅱ

大気環境学

数理計
画法

材料力学 水理学土木材料学 土壌物理学

水理学
実験

土壌物
理学・水
環境工
学実験

測量
法及
び実
習

構造解析学
環境水
文学

測
量
学

利水シ
ステム
工学

土木材料・
環境地盤工
学実験

施設機
能工学
演習

農地整備
学

環境動
態学

物理学実験

計算水
理学演
習

灌漑排水
学演習

農村整備
計画演習

農学概
論Ⅰ

農学概
論Ⅱ

生物圏情報学Ⅰ
生物圏情報学Ⅱ

環境地球科学A，Ｂ，土壌学Ⅰ，森林
生態学，資源環境経済学，食料・環
境政策学，果樹園芸学Ⅰ，蔬菜園芸
学，作物学Ⅰ ，農学原論

技術英語

Intro.Bio-Sys.Eng

課 題 研 究

自然科学・情報技
術の基礎学力の

修得

“水土緑の工学”
の全容理解

“水土緑の工学”の
知識と応用能力の

修得

農学の知識と応
用能力の修得

コミュニケーション
能力・プレゼン能
力の修得

高い問題解決能力
と課題設定能力の

修得

4

1前

1後

2前

2後

3後

3前

生命・食料・環境に関する世界
水準の自然科学・社会科学研究

の理解力

生命・食料・環境に関して人類が
直面する課題を科学的に解決す

る構想力

生命・食料・環境に関連する産
業への理解と、倫理観をもった

社会人基礎力・行動力

生命・食料・環境に関連する
課題へ取り組む幅広い視野と
コミュニケーション能力

農学部の学位授与方針（ＤＰ）

地域環境工学科の学習・教育目標（水・土・緑系）

：全学共通科目

農業農
村整備
政策論

国土・地
域計画

情報基礎 情報処理学
及び演習Ⅰ

情報処理学
及び演習Ⅱ

情報基礎演習

栽培
技術
論と実
習Ⅰ

グリー
ンエネ
ルギ
ーファ
ーム
論と実
習

地域環境工学実習
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数理
統計

工業
数学

応用
数学

線形代
数学B

微分積
分学B

微分積
分学A

線形代
数学A

数理計
画法

材料力学

農学概
論Ⅰ

農学概
論Ⅱ

環境地球科学A，Ｂ，土壌学Ⅰ，森林

生態学，資源環境経済学，食料・環
境政策学，果樹園芸学Ⅰ，蔬菜園芸
学，作物学Ⅰ ，農学原論

技術英語

Intro.Bio-
Sys.Eng

課 題 研 究

自然科学・情報技
術の基礎学力の

修得

創造力・デザイ
ン能力の修得

工学の知識と応用
能力の修得

農学の知識と応
用能力の修得

コミュニケーション
能力・プレゼン能
力の修得

高い問題解決能力
と課題設定能力の

修得

4

1前

1後

2前

2後

3後

3前

生命・食料・環境に関する世界
水準の自然科学・社会科学研究

の理解力

生命・食料・環境に関して人類が
直面する課題を科学的に解決す

る構想力

生命・食料・環境に関連する産
業への理解と、倫理観をもった

社会人基礎力・行動力

生命・食料・環境に関連する
課題へ取り組む幅広い視野と
コミュニケーション能力

地域環境工学科の学習・教育目標（食料・エネルギー系）

生物生産工学
実験Ⅱ

生物生産工学
実験Ⅰ

振動学 水理学

制御工学 電気・電子
工学

農業システ
ム工学

フィールドロ
ボティクス

測量学
農産物性
科学

生物生産機械学

生物センシ
ング工学

機械
設計

製図
(CAD)
演習

確率論
基礎

農学部の学位授与方針（ＤＰ）

応用力学

物理学
基礎論A

物理学
基礎論B

地域環境工学概論Ⅲ

地域環境工
学概論Ⅰ

地域環境工
学概論Ⅱ

物理学実験
：全学共通科目

情報基礎 情報処理学
及び演習Ⅰ

情報処理学
及び演習Ⅱ

情報基礎演習

栽培
技術
論と実
習Ⅰ

生物生産工学演習

熱力学及び伝熱工学

グリー
ンエネ
ルギ
ーファ
ーム
論と実
習

地域環境工学実習
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⾷料・環境経済学科
DP1:
学科が設定した農学と関連領域の
学識を⾝につけ、⽣命・⾷料・環
境に関わる世界⽔準の⾃然科学・
社会科学研究が理解できる。

DP2:
⽣命・⾷料・環境に関して⼈類が
直⾯する課題に対して、科学的な
解決⽅法を構想できる。

DP3:
農林⽔産業および関連産業の意義
と重要性を理解し、⾼い倫理性を
持って、その発展に寄与すること
をめざした⾏動ができる。

DP4:
広範囲に及ぶ⽣命・⾷料・環境に
関わる幅広い視野を⾝につけ、異
なる⽂化の⼈々とも円滑にコミュ
ニケーションができる能⼒を持つ。

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

応

⽤

発

展

基

礎

導

⼊
全学共通科⽬

情報基礎
演習

統合科学︓地球環境
と⼈類とのバランス

Introduction to 
Management

講義 実習・演習

農業⾷料
組織経営学

資源環境
経済学 森林政策学 農業・

農村史
農業経営
情報会計学

⾷料・環境
政策学

国際農村発
展論 農学原論

資源環境
分析学 森林経済学 農村社会学

経済原論
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 経済思想史社会経済史

アグロフード
システム論

農業会計学
基礎実習 農業発展論農林

統計学
調査研究
⽅法実習

⾷料経済論

農業⾷料組織
経営学演習Ⅰ

農業経営情報
会計学演習Ⅰ

資源環境経
済学演習Ⅰ

⾷料・環境政
策学演習Ⅰ

森林経済政
策学演習Ⅰ

国際農村発
展論演習Ⅰ

農業・農村
史演習Ⅰ

農学原論
演習Ⅰ

農業⾷料組織
経営学演習
Ⅱ・Ⅲ

農業経営情報
会計学演習
Ⅱ・Ⅲ

資源環境経
済学演習
Ⅱ・Ⅲ

⾷料・環境政
策学演習
Ⅱ・Ⅲ

森林経済政
策学演習
Ⅱ・Ⅲ

国際農村発
展論演習
Ⅱ・Ⅲ

農業・農村
史演習
Ⅱ・Ⅲ

農学原論
演習
Ⅱ・Ⅲ

経営学基礎 ⾷料・環境経済学
概論 社会経済学⼊⾨ 農学概論⾷料・環境経済

基礎論

農林統計
利⽤実習

専⾨外国書
講義

⾷料・農業
経済情報論 ⾷農倫理論農林経営経済

調査実習
応⽤ミクロ
経済学⽅法論

農業資⾦
会計論

【４年次】卒業研究・卒業論⽂など

その他
推薦科⽬

Food and 
Globalization 

社会学数学基礎・
確率論基礎

統計
⼊⾨

応⽤ミクロ
経済学⼊⾨

協同
組合論

ILAS
Seminar
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農林水産業および食品・生命科学関
連産業の意義と重要性を理解し、高
い倫理性を持って、その発展に寄与
することをめざした行動ができる

「生命・食料・環境」に関して人
類が直面する課題に対して、統合
的・総合的な考えをもって、科学
的な解決方法を構想できる

各学科が設定した農学とそれに関連
した領域の学識を身につけ、
「生命・食料・環境」に関わる世界
水準の自然科学・社会科学研究の内
容が理解できる

広範囲に及ぶ「生命・食料・環境」
に関わる課題に取り組むための幅広
い視野を身につけ、異なる文化の人
々とも円滑にコミュニケーションが
できる能力を持つ

分属する研究室（分野）の決定 ３回生10月上旬頃

このコースツリーでは，科目と学習到達目標との関連性を各ボックスの色で表示しています．カラー印刷版あるいはウェブ版を利用して，学習計画，
履修計画の参考にしてください．なお、入学年度により、卒業要件が異なりますので、注意して下さい.

分属した分野における課題研究遂行による研究能力習得 （選択必修）

森林人
間関係

学

熱帯林
環境学

山地
保全学

森林
利用学

森林
生物学

環境デ
ザイン

学

生物材
料設計

学

林産
加工学

生物
繊維学

樹木
細胞学

複合材
料化学

生物材
料化学

森林
生態学

森林
水文学

森林
生化学

エネル
ギーエコ
システム

学

生物圏
情報学

農学・森林科学全般の基礎知識習得
森林基礎科学A～B（選択必修）

農学概論Ⅰ, Ⅱ 森林科学概論A, B
（6単位以上）

全学共通科目
情報学科目群・統合科学科目群など

（12単位以上）

森林科学全般の基礎知識習得
森林基礎科学C〜F（選択必修）

（H29以降:16単位以上, H28以前:10単位以上）

森林生態系と
環境サービス
についての

専門知識習得

フィールド調査と
ラボラトリーワーク

の基礎習得（選択必修）

全学共通科目
人文・社会科学科目群
（12単位以上）
外国語科目群（16単位以上）
自然科学科目群

（20単位以上かつ
推薦科目から10単位以上）

フィールド調査とラボラトリー
ワークの習得 (選択必修）

専門性の高い
ラボワーク
の習得

4
回
生

2
回
生

１
回
生

専門性の高い
フィールド
ワークの習得

バイオマテリアル
についての専門

知識習得

研究林
実習

II 〜IV

研究林実習
Ⅰ(選択必修)

A B

G I

J K

L

E

領域をまたいだ技術の習得

F

3
回
生

森林科学科
学習教育目標

講義 実習・実験・演習

隣
接
分
野
の
知
識
習
得

他
学
科
科
目

海
外
留
学
や
イ
ン
タ–

ン
研
修

IL
A

S

セ
ミ
ナ–

・
特
別
実
地
研
修

な
ど
の
体
験
型
科
目

D

C

C

森林科学科

農学部ディプ
ロマポリシー

卒業要件
森林生態系と環境サービス
に精通し、研究や産業に携
わる基礎能力を獲得する

バイオマテリアルに精通し、
研究や産業に携わる基礎能
力を獲得する

森林管理や制度に精通し、
研究や産業に携わる基礎能
力を獲得する

幅広い視野を身につけ、異
なる文化や思想の人々とも
協働できる能力を獲得する

森林科学全般の基盤知識を有
し、高い倫理性を持った社会
人としての行動力を獲得する

J

森林管理と
制度についての
専門知識習得

H

フィールド系領域（森林生態と環境サービス・森林管理） バイオマテリアル系領域

領域をまたいだ基盤知識習得（3回生前期）と領域別の拡充
（３回生後期＋４回生前期）

8
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京都大学国際高等教育院附属データ科学イノベーション教育研究センター 

運営委員会規程 

（平成２９年４月１日国際高等教育院長裁定） 

第１条 京都大学国際高等教育院附属データ科学イノベーション教育研究センター（以下

「センター」という。）に、運営委員会を置く。 

第２条 運営委員会は、センターの運営の方針等に関する事項を審議し、及び京都大学国際

高等教育院規程（平成２５年達示第７号）第２０条の規定による教授会に相当する組織と

して、国際高等教育院教養・共通教育協議会の求めに応じ、センターに配置する教員候補

者の選考に関し事前審議を行う。 

第３条 運営委員会は、次の各号に掲げる委員で組織する。 

(1) 国際高等教育院長（以下「教育院長」という。）

(2) 教育院長が指名する国際高等教育院副教育院長

(3) センター長

(4) 研究科の教授 若干名

(5) その他教育院長が必要と認める者 若干名

２ 前項第４号及び第５号の委員は、教育院長が委嘱する。 

３ 第１項第４号及び第５号の委員の任期は、２年とし、再任を妨げない。ただし、補欠の

委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

第４条 運営委員会に委員長を置き、センター長をもって充てる。 

２ 委員長は、委員会を招集し、議長となる。 

３ 議長に事故があるときは、あらかじめ委員長の指名する委員が、その職務を代行する。 

第５条 運営委員会は、委員の半数以上が出席しなければ、開会することができない。 

２ 運営委員会の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長が決す

る。 

３ 前２項に定めるもののほか、運営委員会の議事の運営に関し必要な事項は、運営委員会

が定める。 

第６条 運営委員会は、必要と認めるときは、委員以外の者を出席させて説明又は意見を聴

くことができる。 

第７条 運営委員会に、センターが行う教育及び研究に関し必要な事項を審議するため、企

画評価委員会を置く。 

第８条 企画評価委員会は、次の各号に掲げる委員で組織する。 

(1) センター長

(2) センターの教授

(3) データ科学部会、数学部会及び情報学部会の部会長

(4) 研究科の教員 若干名
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(5) その他教育院長が必要と認める者 若干名

２ 前項第４号及び第５号の委員は、教育院長が委嘱する。 

３ 第１項第４号及び第５号の委員の任期は、２年とし、再任を妨げない。ただし、補欠の

委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

第９条 企画評価委員会に、委員長を置き、センター長をもって充てる。 

２ 委員長は、企画評価委員会を招集し、議長となる。 

３ 議長に事故があるときは、あらかじめ委員長の指名する委員が、その職務を代行する。 

第１０条 第５条及び第６条の規定は、企画評価委員会について準用する。この場合におい

て、「運営委員会」とあるのは、「企画評価委員会」と読み替えるものとする。 

第１１条 運営委員会に関する事務は、国際高等教育院事務部において処理する。 

第１２条 この規程に定めるもののほか、運営委員会に関し必要な事項は、運営委員会の議

を経てセンター長が定める。 

附 則 

この規程は、平成２９年４月１日から施行する。 
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6http://ds.k.kyoto-u.ac.jp/

データ科学部会

委員兼任による連絡
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*1: データサイエンティスト協会の定義より
http://www.datascientist.or.jp/news/2014/pdf/121
0.pdf

基本知識の習得
事例集を中心とした入門
「統計入門」
「統計と人工知能」
「数理統計」
「応用統計学」
「数理・データサイエンスのための

基礎数学Ⅰ・Ⅱ」

先端研究における
データ科学の応用の実践
企業・連携研究機関との共同研究
企業との共同によるCBL・PBL
「人工知能特論」
「Ai技術利活用実践」
「ビジネスデータ分析実践」

汎用的な専門知識の獲得
事例集による基礎演習
「データ分析基礎Ⅰ・Ⅱ」
「データ分析実践Ⅰ・Ⅱ」
「実践データ科学入門(計画中)」
「機械学習入門(計画中)」
Summer School, Spring School 等

Information

Knowledge

Wisdom & Innovation

教育の課程
スキルのレベル
習得する能力
人材像

高度専門教育
(博士後期課程)
使いこなせたら

創り出せ

専門教育
(修士課程)
知るほどに
使うほどに
楽しくなる

専門基礎教育
(学部2・3・4回生)

使いながら
深く知る

全学基礎教育
(学部１・２回生)
楽しみながら
基本を知る

高大連携
未来に向けて

夢を見る

レベル３ 知識から知恵を見いだし
創造につなげる力
研究者・次世代育成者(棟梁*1)
大規模データ解析を活用する研究者

専門的な理論
実問題への応用
「データ科学概観」
「データ科学: 理論から実用へⅠ・Ⅱ 」
「データ科学展望Ⅰ・Ⅱ ・Ⅲ」
「情報分析管理論・管理論演習」
「データ科学: 理論から実用へ演習
(PBL)Ⅰ・Ⅱ 」

高校数学の発展としての

データサイエンス
取組例： SSH協力，京都府公

立高校出向授業・教員研修協
力

Data

レベル２ 情報から法則性などの
知識を取り出す力
データ分析技術者（独り立ち*1
）
業務例：大規模データの解析・モデル開発

レベル１: データから分布などの
情報を抽出する力
データ処理技術者(見習い*1)
業務例：データ分析の前処理や基礎分析

レベル０ 基本リテラシー
情報・統計に関する
一般常識・基本知識の獲得

レベル -1  動機づけ
様々な例を通して面白さを
垣間見る

レベル３＋ 世界トップレベルの研究
・
革新的トレンドの創生：指導的研究者

論
理
力
の
涵
養

博士学位取得者への教育
（レベル３相当）

理系・文系を問わず一定の
数理的知識、統計スキル、
データからの知識を獲得す
る訓練を受けて博士学位を
修得した者を対象に、職務
上必要とされる高度なデー
タ科学的手法や先端的研究
内容を教授

修士課程修了者への教育
（レベル２相当）

個人の既取得スキルに応じ
て、職務上必要とされるデー
タ科学的手法を教授

主に科目等履修生とし
て、相当するレベルの科
目を履修を認める

社会人・博士人材
への付加教育

大学院共通・横断教
育科目群(統計・情
報・データ科学系)

博士後期課程・修士課程の大学院
生に対して本来の専門に加えて、デ
ータ科学に関する科目群からなるプ
ログラムを提供

本来の専門分野での学位に加え
てデータ科学への深い知見を有す
ることで、企業におけるデータ科学
者としての活躍など
キャリアパスの多様化を図る。

デ
ー
タ
科
学
履
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

連動

大学の取り組みに協力

学
士
課
程
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

Dream

京都大学全学共通教育におけるデータサイエンス教育(学部・大学院) 全国的なモデルとなる
標準カリキュラム・教材開発

への貢献

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
策
定
後
のe-learning

教
材
開
発
の
状
況

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
沿
っ
た
講
義
・
演
習
の
実
施
状
況

企
業
と
の
連
携
状
況

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
の
進
展
度

企
業
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
等

の
実
施
状
況

成果指標との関連性

地域における拠点として
他大学等への展開・普及

8
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http://www.datascientist.or.jp/news/2014/pdf/1210.pdf
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